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Topics  2022 June

　佐々木会長のこれまでの功績が認められ、令和４年春の叙勲・褒章において藍綬褒章を受章された。
本受章に対し、５月10日（火）第121回理事会席上にて、お祝い品が贈呈された。

※藍綬褒章
　褒章の一種で、特に教育、医療、社会福祉、産業振興などの分野に
　おいて、多年の努力により公衆の利益に貢献した者に授与される栄典

藍 綬 褒 章

略　歴

　佐々木氏は平成７年から監事を 10 年間務めたのち平成 17 年理事
に就任、労務管理委員長、総務委員長を歴任し、平成 23 年に副会長、
平成 26 年からは会長を務めている。

　佐々木　浩二 氏
　 （株式会社ジャレック　代表取締役社長）

会場：東京国際フォーラム　ホールＣ
日時：令和4年６月20日（月）午後２時から午後４時

会場：東京會館　3 階「ローズ」
日時：令和4年６月20日（月）午後５時から午後７時

※創立60周年事業の特設ページはこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/association/tbma_60th_anniversary.html

＜創立60周年記念式典及び第56回優良従業員表彰式＞

＜創立60周年記念祝賀会＞

　協会は令和４年５月に創立60周年の節目を迎えた。
　令和４年６月20日（月）、創立60周年記念式典
及び第56回優良従業員表彰式を開催する。また、
その後創立60周年記念祝賀会も合わせて開催する。

　当日の様子は「ネットワーク東京」 ８& ９月号に
て特集記事でお届けする予定である。
　なお、新型コロナウイルス感染症が未だ収束してい
ない状況であるため、感染対策を徹底して開催する。

創立60周年記念式典及び
第56回優良従業員表彰式等について

佐々木浩二会長が藍
ら ん

綬
じ ゅ

褒
ほ う

章
し ょ う

を受章
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2022.6  Network Tokyo5 ひとり一人の意識から　周りに繋がる感染症対策

2022 年 6 月号　Vol. 593

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員512社╱賛助会員69社
 （令和4年5月31日現在）

ドイツ連邦共和国　ベルリン市 （1994年5月14日提携）

 Cover Story　　  　　　　　　　　　　　　　テーマ ： 東京都の姉妹友好都市

Topics

「カーボンニュートラル時代に
　おける省エネ」セミナーから 6

特　集

創立60周年記念式典及び第56回優良従業員表彰式等について
佐々木浩二会長が藍綬褒章を受章 3

Clip Board

ビルメンテナンスフェア TOKYO 2022のご案内 4

Series & Regular
■連載　ちよっと一服 ＃297	 27
■連載　社会の主な出来事	 28
■連載　環境関連情報「３Ｅレポート」＃54	 28
■連載　なんでも相談コーナー	 29
■不定期連載　明日のための健康習慣 Vol.12	 30

　6月・7月の講習会カレンダー	 32
■連載　おすすめ製品コーナー	 34
　協会からのご案内済み一覧／編集後記	 35
　告知板	 36

ベルリン市は、ドイツ連邦共和国最大の都市である。
また、有数の工業都市でもあり、経済活動が盛んであ
る。市内には広範な森林部分が残されており、緑豊か
な景観を与えている。東京と共に戦後復興を遂げてき
た共通の歩みを持ち、行政・芸術・スポーツ分野等の
交流を行っている。

18

理事会報告

令和3年度
事業報告及び決算を承認



　
化
石
燃
料
依
存
か
ら
の
脱
却
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
潮
流
や
、
様
々
な
要
因
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
量
減
少
等
の
影
響
に
よ
り
、
世
界
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
転
換
に

よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
が
急
速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
特
に
、
日
本
政
府
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
み
を
2
0
5
0
年
ま
で
に
実
現
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
。

　
本
特
集
で
は
３
月
４
日
に
開
催
し
た
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
に
お
け
る
省
エ
ネ
」

セ
ミ
ナ
ー
（
W
E
B
配
信
）
の
内
容
を
要
約
し
て
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
状
況
か
ら

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
組
み
、
省
エ
ネ
技
術
の
紹
介
等
を
ま
と
め
た
。

　
設
備
管
理
に
関
わ
る
方
や
省
エ
ネ
に
向
け
た
取
組
み
を
検
討
し
て
い
る
企
業
担
当
者
は
是
非

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

時
代
に
お
け
る
省
エ
ネ
」

セ
ミ
ナ
ー
か
ら

開催日時：令和４年３月４日（金）

講師：　　

第一部　
一般財団法人省エネルギーセンター　
エネルギー使用合理化専門員　大西 義人 氏
第二部　
アズビル株式会社　ビルシステムカンパニー
FM 本部エネルギーマネジメント部　関根 勉 氏
参加者：31 名
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特　集 「カーボンニュートラル時代における省エネ」セミナー から

　
「
わ
が
国
の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
」
を
見

る
と
、
こ
の
約
40
年
余
り
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
２
・
６
倍
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
１
・

２
倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
（
1
︲
図
1
）

　

し
か
し
、
部
門
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
業
務
他
部
門
、

家
庭
部
門
、
運
輸
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
大
き
く

増
加
し
て
お
り
、
特
に
業
務
他
部
門
は
２
・
１
倍
に
達

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
産
業
部
門
は
若

干
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
総

消
費
量
の
半
分
近
く
を
占
め
て
い
る

状
況
で
す
。

　

業
務
他
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消

費
の
推
移
に
関
し
て
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸

び
と
と
も
に
、
い
わ
ゆ
る
ビ
ル
が
林

立
し
、
延
床
面
積
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
同
時
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
も
増
加
し
て
い
る
の
で
す
が
、
昨

今
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（N

et Zero Energy 

Building  

ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
ビ
ル
）
導
入
等
に
よ
り
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
が
若
干
減
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
で
す
。

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
と
は
、

Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
日
本
は
２
０
２
０
年

に
菅
前
首
相
が
２
０
５
０
年
ま
で
に

「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
指

す
こ
と
を
国
際
公
約
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
実
際
に
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、

「
吸
収
・
除
去
」
す
る
こ
と
で
相
殺
し

て
ゼ
ロ
に
し
ま
す
。 

例
え
ば
、
大
気

中
の
Ｃ
Ｏ
２
の
吸
収
・
地
下
へ
の
貯
留
、

省エネの進め方と
省エネ診断
事例

第1部

一般財団法人　省エネルギーセンター　　　　　
エネルギー使用合理化専門員　大西 義人 氏

1- 図 1

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
推
移
と

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

出典：エネルギー白書 2021（資源エネルギー庁）

わが国の最終エネルギー消費の推移

（年度）1980 1985 1995 2005 20151990 2000 2010 201919751973
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森
林
経
営
活
動
（
植
林
や
治
山
な
ど
）、
※
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト
等
で
吸
収
・
除
去
す
る
こ
と
で
ゼ
ロ
に
し

て
い
く
施
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
実
現

す
る
た
め
に
、
電
力
部
門
は
太
陽
光
を
は
じ
め
風
力
等
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
導
入
し
、
発
電
を
し

て
Ｃ
Ｏ
２
を
減
ら
し
、
水
素
、
ア
ン
モ
ニ
ア
等
カ
ー
ボ

ン
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
新
た
な
選
択
肢
の
追
求
も
同
時

に
行
い
ま
す
。

　

一
方
、
非
電
力
部
門
は
、
脱
炭
素
化
電
源
に
よ
る
電

化
と
水
素
、
合
成
メ
タ
ン
、
合
成
燃
料
等
に
よ
り
脱
炭

素
化
を
し
て
い
く
こ
と
を
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
５
月
に
「
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
の

一
部
改
正
」
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
加
速
化
が
狙
い
で
す
。

　

地
域
で
は
、
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
を
目
指
し
て
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
表
明

す
る
自
治
体
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

企
業
で
は
、
気
候
変
動
に
関
す
る
情
報
開
示
や
目
標

設
定
な
ど
「
脱
炭
素
経
営
」
に
取
り
組
む
企
業
が
増
加

し
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ
て
地
域
の
企
業
に
も

波
及
し
て
い
ま
す
。

　

改
正
法
の
全
体
像
と
し
て
は
、
パ
リ
協
定
・
２
０ 

５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
等
を
踏
ま
え
た

基
本
理
念
の
新
設
と
、
地
球
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
す
る

事
業
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
・
認
定
制
度
の
創
設
、

そ
し
て
最
も
重
要
な
も
の

と
し
て
は
、
脱
炭
素
経
営

の
促
進
に
向
け
た
企
業
の

排
出
量
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化

等
の
推
進
等
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

排
出
量
」
（
1
︲
図
2
）

と
は
、
事
業
者
自
ら
の
排

出
だ
け
で
な
く
、
事
業

活
動
に
関
係
す
る
以
下

の
全
て
の
排
出
を
合
計

し
た
排
出
量
の
こ
と
で
、

S
c
o
p
e
1
、
S
c

1- 図 2

※SBTとは…「パリ協定が求める水準と整合した、企業が設定する温室効果ガス排出削減目標のこと」

サプライチェーン排出量とは？

※
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト

と
は
・
・
・
私
た
ち
の
活

動
に
よ
り
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
ま
ず
で

き
る
だ
け
減
ら
す
よ
う
に

努
力
を
し
た
上
で
、
そ
れ

で
も
排
出
し
て
し
ま
う
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
、

他
の
場
所
で
の
削
減
・
吸

収
活
動（
削
減
・
吸
収
量
）

に
よ
り
埋
め
合
わ
せ
よ
う

と
い
う
考
え
方
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特　集 「カーボンニュートラル時代における省エネ」セミナー から

o
p
e
2
、
S
c
o
p
e
3
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
説
明
す
る
と
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
排
出

量
は
、
S
c
o
p
e
1
排
出
量
＋
S
c
o
p
e
2
排

出
量
＋
S
c
o
p
e
3
排
出
量
の
合
計
で
す
。
S
c

o
p
e
1
は
、
事
業
者
自
ら
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

直
接
排
出
。
S
c
o
p
e
2
は
他
社
か
ら
供
給
さ
れ
た

電
気
、
熱
・
蒸
気
の
使
用
に
伴
う
間
接
排
出
。
S
c
o

p
e
3
は
S
c
o
p
e
1
、
S
c
o
p
e
2
以
外
の

間
接
排
出
で
、
事
業
者
の
活
動
に
関
連
す
る
他
社
の
排

出
を
含
み
ま
す
。
例
え
ば
、
上
流
側
は
、
原
材
料
、
輸

送
・
配
送
、
下
流
側
は
製
品
の
使
用
や
廃
棄
等
を
含
み
、

親
会
社
、
元
請
企
業
、
子
会
社
、
協
力
会
社
な
ど
が
位

置
づ
き
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
も
全
て
加
算
し
て
い
く
考
え
方
で
す
。

 　
「
中
小
企
業
が
脱
炭
素
経
営
に
取
り
組
む
メ
リ
ッ

ト
」
は
、
大
き
く
５
つ
に
分
か
れ
る
と
考
え
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
優
位
性
の
構
築
で
、
大
企
業
を
中
心
に

原
材
料
や
部
品
調
達
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
対
し
て
排
出

量
の
削
減
を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
、
こ
う

い
っ
た
企
業
に
対
す
る
訴
求
力
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

２
つ
目
が
、
光
熱
費
・
燃
料
費
の
低
減
で
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
多
く
消
費
す
る
非
効
率
な
プ
ロ
セ
ス
や
老
朽
設

備
の
更
新
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
更
新
に
伴
う

光
熱
費
・
燃
料
費
の
低
減
が
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
こ
と
で

す
。

　

３
つ
目
は
、
知
名
度
や
認
知
度
の
向
上
で
、
大
幅
な

排
出
量
削
減
を
達
成
し
た
企
業
、
あ
る
い
は
再
エ
ネ
導

入
を
先
駆
的
に
進
め
た
企
業
等
は
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露

出
増
や
国
・
自
治
体
か
ら
の
表
彰
対
象
と
な
る
こ
と
な

ど
を
通
じ
て
、
自
社
の
知
名
度
・
認
知
度
の
向
上
に
つ

な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

４
つ
目
は
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
や
人
材
獲
得
力
の
強
化
で
、
社
員
の

共
感
や
信
頼
を
獲
得
し
て
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

５
つ
目
は
、
有
利
な
資
金
調
達
で
、
金

融
機
関
か
ら
脱
炭
素
化
に
向
け
た
圧
力
が

高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
脱
炭
素
経
営
を
進
め

る
企
業
へ
の
融
資
条
件
を
優
遇
す
る
と
い

っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

１
例
と
し
て
、
「
省
エ
ネ
は
売
上
ア
ッ

プ
と
同
じ
!!
」
と
い
う
こ
と
で
、
例
え

ば
、
年
商
１
億
の
企
業
の
場
合
、
光
熱
費

が
売
上
金
額
の
３
％
だ
と
し
て
、
年
間

３
０
０
万
円
の
光
熱
費
が
か
か
る
と
し
た

場
合
、
省
エ
ネ
努
力
で
光
熱
費
を
10
％
削

減
で
き
れ
ば
、
30
万
円
の
削
減
効
果
が
出

て
く
る
わ
け
で
す
。

　

見
方
を
変
え
れ
ば
、
こ
の
30
万
円
と
い

う
の
は
、
原
価
０
円
の
利
益
に
な
っ
て
い

る
。
会
社
の
営
業
利
益
率
が
２
％
と
し
た

場
合
、
30
万
円
の
利
益
を
上
げ
る
に
は

１
５
０
０
万
円
の
売
上
増
が
必
要
に
な
っ

脱
炭
素
経
営
へ
の
取
組
み

そもそも省エネのメリットとは？
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て
く
る
。
原
価
０
円
で
１
５
０
０
万
の
売
上
増
と
な
れ

ば
、
省
エ
ネ
10
％
努
力
結
果
は
、
売
上
１
５
０
０
万
円

増
と
同
等
と
い
う
こ
と
で
、
省
エ
ネ
は
最
適
な
経
営
テ

ー
マ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
各
事
業
所
の
省
エ
ネ
活
動
で
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

を
実
施
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
実
態
の
把
握
」、
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
の
体
制
・
規
定
な
ど
の
整
備
」
と
い
う
こ
と
で
、

自
社
ビ
ル
等
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
年
間
の
自
社
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
把
握
す
る
こ
と
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
の
皆
さ
ん
は
、
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
様
と
入
居
者
あ
る

い
は
テ
ナ
ン
ト
様
と
の
間
を
取
り
持
つ
立
場
で
す
か
ら
、

皆
さ
ん
が
実
際
に
各
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
光
熱
費
を
表
計

算
し
て
、
「
こ
ち
ら
の
ビ
ル
は
こ
れ
だ
け
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
年
間
使
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
し
て
、
オ
ー
ナ
ー

様
は
じ
め
、
入
居
者
あ
る
い
は
テ
ナ
ン
ト
様
に
も
情
報

開
示
を
し
て
水
平
展
開
し
て
い
く
、
そ

う
し
た
行
為
が
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

の
役
目
か
と
感
じ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
サ
イ
ク
ル
と
し
て
関
わ

っ
て
く
る
中
で
、
ま
ず
計
画
（
Ｐ
）
で

す
が
、
そ
の
建
物
の
省
エ
ネ
を
し
て
い

く
た
め
に
は
、
改
善
計
画
を
立
て
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
皆
様
が
設

備
機
器
を
主
体
に
し
て
、
運
用
改
善
、

あ
る
い
は
設
備
改
善
等
の
項
目
を
挙
げ

て
、
オ
ー
ナ
ー
様
に
改
善
計
画
を
提
案

す
る
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
オ
ー
ナ
ー
様
あ
る
い
は
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
、
そ
れ
と
入
居

者
あ
る
い
は
テ
ナ
ン
ト
様
と
一
体
と
な

っ
て
、
改
善
計
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

（
Ｄ
）
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
、
各

月
々
の
進
捗
状
況
を
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
社
が
音
頭
を
と
っ
て
、
勘
案
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
無
駄
取
り
と
排
除

を
行
う
よ
う
に
、
オ
ー
ナ
ー
様
を
エ
ス

コ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　

続
い
て
、
効
果
の
検
証
（
Ｃ
）、
省
エ
ネ
対
策
の
効

果
把
握
と
原
単
位
管
理
に
よ
り
、
進
捗
管
理
を
行
い
ま

す
。

　

1
︲
図
3
と
1
︲
図
4
は
、
各
月
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

原価0省
エ
ネ
活
動
の
進
め
方

1- 図 3省エネ活動の進め方
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特　集 「カーボンニュートラル時代における省エネ」セミナー から

用
料
の
実
態
、
あ
る
い
は
１
日
の
１
時
間
ご
と
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
の
推
移
の
見
え
る
化
を
行
い
、
ど
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
省
エ
ネ
余
地
が
あ
る
の
か
、
無
駄
が
あ
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
を
、
ビ
ル
メ
ン
の
方
が
専
門
的
な

設
備
知
識
を
持
っ
て
オ
ー
ナ
ー
様
に
提
案
し
て
い
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
ア
ク
シ
ョ
ン
（
Ａ
）
で
す

が
、
見
直
し
と
し
て
オ
ー
ナ
ー
様
と

一
緒
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
実
績
や

省
エ
ネ
対
策
の
進
捗
・
原
単
位
の
分

析
を
行
い
ま
す
。

　

省
エ
ネ
対
策
は
、
必
ず
効
果
の
確

認
、
削
減
コ
ス
ト
を
算
出
し
、
目
標

未
達
の
場
合
は
、
必
ず
そ
の
要
因
を

分
析
し
て
、
改
善
に
つ
な
げ
ま
す
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
ま
で
オ
ー
ナ
ー
様

と
と
も
に
考
え
て
実
施
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
理
想
的
な
姿
で
す
が
、

ビ
ル
メ
ン
の
方
に
は
そ
う
し
た
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
活
動
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
業

務
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

次
に
「
省
エ
ネ
技
術
の
主
な
分
類
」
と
し
て
は
、
大

き
く
３
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。１
つ
は
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
工
夫
」、
２
つ
目
は
、
「
上
手

く
使
う
工
夫
」、
３
つ
目
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
捨
て
ず

に
回
収
す
る
工
夫
」
で
す
。
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
事
例

で
は
、
特
に
「
上
手
く
使
う
工
夫
」
に
つ
い
て
事
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

△
エネルギーを
使わない工夫

上手く使う
工夫

エネルギーを
捨てずに回収

する工夫

1- 図 4

省
エ
ネ
診
断
事
例

省エネ活動の進め方
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1
︲
図
5
は
、
蒸
気
バ
ル
ブ
の
「
ポ
ー
タ
ブ
ル
赤
外

線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
」
に
よ
る
保
温
状
態
の
見
え
る
化

を
行
っ
た
も
の
で
す
。
サ
ー
モ
ビ
ュ
ア
で
は
、
放
熱
し

て
か
な
り
温
度
が
高
い
と
こ
ろ
は
赤
色
表
示
に
な
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
は
、
保
温
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
つ

け
て
放
熱
防
止
を
し
よ
う
と
い
う
事
例
で
す
。

　

1
︲
図
6
は
、
照
明
設
備
を
高
効
率
機
器
に
更
新
す

る
事
例
で
す
。
水
銀
灯
４
０
０
Ｗ
投
光
器
、
安
定
器
の

消
費
電
力
を
含
め
ま
す
と
４
１
５
Ｗ
が
大
体
１
／
４
ぐ

ら
い
に
低
減
で
き
る
電
力
消
費
量
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
の
投
光

器
が
あ
る
と
い
っ
た
事
例
で
す
。

　

省
エ
ネ
・
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
省
エ
ネ
診
断

の
申
込
み
の
他
、
診
断
事
例
の
紹
介
、
動
画
に
よ
る
チ

ュ
ー
ニ
ン
グ
手
法
の
紹
介
、
セ
ル
フ
診
断
ツ
ー
ル
な
ど
、

省
エ
ネ
・
節
電
を
推
進
す
る
た
め
の
有
益
な
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

1- 図 5

1- 図 6

https://www.shindan-net.jp/
QRコードはこちら

最
後
に

省エネ技術（電気）

省エネ技術（熱）
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特　集 「カーボンニュートラル時代における省エネ」セミナー から

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
脱
炭
素
化
に
向
け
た
取

組
み
が
重
要
視
さ
れ
る
中
、
建
物
事
業
者
・
建
物
管
理

者
に
求
め
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
役
割
範
囲
や
業

務
内
容
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
省
エ
ネ
法
や
都
条
例
等

の
関
連
制
度
が
強
化
・
充
実
し
て
き
て
お
り
、
認
定
や

評
価
の
取
得
、
取
組
構
想
へ
の
賛
同
・
参
画
と
い
っ
た

活
動
も
活
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
活
動
の
拡
大
や
具

体
化
に
伴
い
、
実
績
に
基
づ
く
根
拠
、
デ
ー
タ
、
つ
ま

り
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
ビ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
）
デ
ー
タ
の
活
用
を
求
め
ら
れ
る
場
面
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
設
備
の
作
動
情
報
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
に
影
響
を
及
ぼ
す
条
件
情
報
な
ど
で
す
が
、
必

ず
し
も
変
化
す
る
数
値
デ
ー
タ
だ
け
の
こ
と
で
は
な
く
、

建
物
用
途
、
延
床
面
積
、
設
備
仕
様
、
運
転
条
件
と
い

っ
た
固
定
の
情
報
も
含
め
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
弊
社
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

デ
ー
タ
分
析
の
基
本
体
系
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用

量
実
績
集
計
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
実
績
評
価
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
負
荷
特
性
把
握
、
設
備
効
率
算
出
、
作
動
分
析

ま
た
は
効
果
検
証
と
い

っ
た
項
目
に
整
理
し
て
、

体
系
的
な
分
析
レ
ポ
ー

ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ
分

析
の
フ
ロ
ー
の
例
と
し

て
、
ま
ず
、
建
物
全
体

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
状

況
を
把
握
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン

し
な
が
ら
個
別
設
備
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
状
況

を
確
認
し
、
そ
し
て
具

体
的
な
対
策
検
討
へ
と

進
ん
で
い
く
流
れ
に
な

り
ま
す
。
（
2
︲
図
2
）

BEMSデータ分析の概要

第2部

2- 図 1

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

背
景
と
ニ
ー
ズ

Ｂ
Ｅ
Ｍ
S
デ
ー
タ
分
析
の
概
要

ＢＥＭＳデータ活用を
特徴としたエネルギー
マネジメント
アズビル株式会社
ビルシステムカンパニーＦＭ本部

エネルギーマネジメント部　関根 勉 氏
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2- 図 2

※

※COPとは・・・
　エネルギー消費効率の指標であり、定められた温度条件での消費電力1kW当たりの冷房・暖房能力（kW）を表したもの

BEMSデータ分析フローの例
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特　集 「カーボンニュートラル時代における省エネ」セミナー から

　

最
近
の
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
の
話
題
は
、
新
築
案
件
や
大
型
案
件
に
お
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
充
実
に
つ
い
て
で
す
。
新
築
案

件
で
は
、
管
理
ポ
イ
ン
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
案
件
が

多
く
、
デ
ー
タ
管
理
の
充
実
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
大
型
案
件
で
は
、
所
有
形
態
や
施
設
用
途
の
多
様

化
も
進
み
、
詳
細
な
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ
集
計
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

評
価
制
度
等
の
環
境
面
で
は
、
省
エ
ネ
設
計
や
評
価

制
度
へ
の
適
合
と
い
っ
た
場
面
が
増
え
て
お
り
、
ビ
ル

経
営
面
か
ら
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
管
理
や
テ
ナ
ン

ト
向
け
デ
ー
タ
評
価
な
ど
、
細
部
に
わ
た
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
の
ニ
ー
ズ
が
顕
在
化
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
充
実
を
図
る
に
は
建
物
内
で
消

費
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ロ
ー
）
を
把

握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
管
理･

評
価
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
施
設
内
で
熱
や
動
力
、
照
明
な
ど
に

転
換
さ
れ
て
い
き
ま
す
の
で
、
電
力
会
社
や
ガ
ス
会
社

等
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
総
量
だ
け
を
管
理
し
て
い
る

だ
け
で
は
使
用
量
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
は
難
し
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ロ
ー
に
よ
る
使
用
量
の
把
握
を
行
い
、

（動力、照明）

2- 図 3

最
近
の
話
題

エネルギー管理の充実　建物内エネルギーフロー
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状
や
対
策
に
よ
る
増
エ
ネ
影
響
な
ど
を
し
っ
か
り
把
握

す
る
こ
と
が
重
要
か
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
参
考
情
報
と
し
て
、
弊
社
藤
沢
テ
ク
ノ

セ
ン
タ
ー
の
執
務
室
フ
ロ
ア
で
換
気
風
量
を
検
討
し
た

例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

評
価
例
の
1
（
2
︲
図
4
）
は
、
外
気
風
量
の
変
化

を
表
し
た
デ
ー
タ
で
す
。
執
務
室
系
統
２
に
つ
き
ま
し

て
、
２
０
１
９
年
度
の
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
化
し
て
み
ま

し
た
。
デ
ー
タ
の
集
計
対
象
は
、
営
業
日
の
10
時
か
ら

16
時
の
デ
ー
タ
で
す
。
設
計
換
気
風
量
は
２
８
０
０
3m

／
ｈ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
余
分
な
外
気
を
取
り
込
ま
な

い
よ
う
に
、
Ｃ
Ｏ
２
制
御
で
絞
り
込
み
、
最
小
風
量
を

７
０
０
3m
／
ｈ
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
外
気
を
取
り

込
む
側
の
最
大
風
量
は
、１
万
１
０
０
０

3m
／
ｈ
で
す
。

　

グ
ラ
フ
の
見
方
を
説
明
し
ま
す
。
青
い
棒
線
は
、
外

気
風
量
の
デ
ー
タ
の
最
大
か
ら
最
小
を
表
し
て
い
ま
す
。

黒
い
プ
ロ
ッ
ト
が
そ
の
平
均
値
で
す
。
青
い
棒
線
と
重

な
っ
て
い
る
太
い
棒
線
は
運
転
し
て
い
る
時
間
数
を
分

母
と
し
た
時
間
の
割
合
で
す
。
上
側
の
オ
レ
ン
ジ
の
部

分
が
、
Ｃ
Ｏ
２
制
御
が
働
い
て
、
空
調
機
器
等
を
起
因

と
す
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
抑
制
す
る
た
め
に
外
気

を
絞
り
込
も
う
と
す
る
制
御
が
働
い
て
い
る
時
間
で
す
。

逆
に
、
下
の
ほ
う
の
緑
色
の
ほ
う
の
バ
ー
は
、
外
気
冷

房
中
、
外
気
を
積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
制

御
が
働
い
て
い
る
時
間
の
割
合
で
す
。

　

外
気
量
は
、
年
間
一
定
で
は
な
く
、
変
化
し
て
い
く

も
の
で
す
。
中
間
期
は
外
気
を
多
く
取
り
込
み
ま
す
し
、

そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
細
部
に
わ
た

る
対
策
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
（
2
︲
図
3
）

　

実
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
計
で
は

「
受
け
入
れ
時
の
総
量
」
「
一
次

設
備
（
熱
源
機
器
等
）
の
効
率
」

「
建
物
内
供
給
種
別
ご
と
の
実

績
」
「
エ
リ
ア
別
の
実
績
」
「
用

途
別
の
実
績
」
「
時
間
帯
別
の
管

理
」
な
ど
多
方
面
か
ら
の
視
点
で

の
管
理
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
わ
か
り
や
す
い
手
法

と
し
て
、
受
け
入
れ
時
の
総
量
を

コ
ス
ト
（
金
額
）
と
し
て
把
握
し
、

各
フ
ロ
ー
で
の
使
用
量
か
ら
コ
ス

ト
比
較
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

績
に
応
じ
た
省
エ
ネ
対
策
を
行
う

こ
と
で
総
量
に
対
す
る
メ
リ
ッ
ト

も
把
握
で
き
る
た
め
、
建
物
全
体

に
対
す
る
対
策
と
の
一
貫
性
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

２
つ
目
の
話
題
は
、
換
気
対
応

に
つ
い
て
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
、
居
室
の
換
気
風
量
に
関
す

る
注
目
が
高
ま
り
ま
し
た
。
検
討

の
前
提
と
し
て
、
換
気
風
量
の
現

2- 図 4換気量（外気量）の評価例1
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特　集 「カーボンニュートラル時代における省エネ」セミナー から

夏
場
や
冬
場
は
外
気
を
絞
り
込
ん

で
い
る
、
そ
う
い
う
状
況
が
お
分

か
り
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

評
価
例
の
2
（
2
︲
図
5
）
は
、

強
制
的
に
外
気
を
最
大
に
し
た
ら
、

空
調
能
力
は
足
り
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
こ
と
を
検
証
し
た
例
で
す
。

1
と
同
じ
系
統
で
、
最
大
外
気
風

量
と
仮
定
し
た
場
合
の
熱
量
を
推

計
し
て
み
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
グ
ラ
フ
は
、
薄
い
色

の
ほ
う
が
実
績
熱
量
の
月
別
の
最

大
値
、
１
時
間
当
た
り
の
最
大
値

を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
濃

い
色
の
ほ
う
が
、
最
大
外
気
量
と

仮
定
し
た
場
合
の
推
計
熱
量
の
月

別
の
最
大
値
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
値
が
、
コ
イ
ル
の

定
格
値
を
超
え
な
い
か
ど
う
か
を

評
価
し
て
い
る
グ
ラ
フ
で
す
。

　

結
果
と
し
て
は
、
夏
季
の
冷
房

は
、
あ
る
程
度
外
気
量
を
増
や
す

余
力
が
あ
り
ま
す
が
、
冬
季
の
暖

房
は
、
外
気
量
を
増
や
す
と
す
ぐ

に
コ
イ
ル
定
格
を
超
え
て
し
ま
い

能
力
不
足
に
な
る
可
能
性
が
高
い
、

と
い
う
こ
と
が
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら

言
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ほ
か
の
執
務
エ
リ
ア
で
は
、
冷
房
が
能
力

不
足
と
な
る
空
調
系
統
も
多
く
あ
り
ま
し
た
の
で
、
状

況
に
よ
り
結
果
が
異
な
る
と
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ニ
ー
ズ
の
拡
大
と
し
て

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
応･

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営･

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル･

脱
炭
素
化
と
い
っ
た
目
的
意
識
が
増
し
、

具
体
的
な
制
度
の
整
備
も
進
む
よ
う
に
な
る
に
つ
れ
、

建
物
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
の
ニ
ー
ズ
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
管
理
手
法
の
向
上
と
し
て
、
新
し
い
建
物
を

中
心
に
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
デ
ー
タ
が
充
実
し
、
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
接
続･

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
契
約･

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
利
用
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
、
細
部
に
わ

た
る
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
な
ど
、
管
理
手
法
の
向
上

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

管
理
会
社
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
活
動
を
合
理
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
「
ク

ラ
ウ
ド
型
Ｂ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
利
用
」や
、「
専

門
的
部
分
の
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
」
な
ど
を
お
勧

め
し
て
お
り
ま
す
。

ま
と
め

2- 図 5換気量（外気量）の評価例2
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

日
本
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
状
況
が
ま
た
少
し
増

加
傾
向
で
あ
り
、
東
京
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。

世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
が
あ
る
。

大
変
な
状
況
で
は
あ
る
が
、
こ
の
協
会
も
、
1
期
２
年

の
任
期
の
中
で
、
2
年
目
の
新
た
な
期
に
入
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

し
っ
か
り
と
し
た
協
会
運
営
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
寒
暖
の
差
が
大
き
い
の
で
、
健
康
に
は
留
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
3
日
間
、
連
休
中
の
影

響
か
先
週
比
で
増
え
て
い
る
が
、
こ
の
ま
ま
増
え
て
い

く
こ
と
が
な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

問
題
に
つ
い
て
は
、昨
日
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
話
が
あ
っ

た
が
、
過
激
な
方
向
に
は
行
か
な
い
か
と
思
う
。
そ
の

よ
う
な
中
、
世
界
の
安
定
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

経
済
に
相
当
な
影
響
が
出
る
。
早
急
に
解
決
に
向
か
っ

て
ほ
し
い
。

　

さ
て
、
木
村
副
会
長
が
3
月
31
日
で
A
N
A
ス
カ
イ

ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
退
任
し
た
が
、
当
協
会
の

理
事
職
を
継
続
す
る
た
め
、
定
款
等
規
程
に
基
づ
い
た

第
1
2
0
回
理
事
会
を
書
面
決
議
に
て
実
施
し
た
結

果
、
全
員
一
致
で
承
認
し
て
い
た
だ
い
た
。
引
き
続
き

木
村
副
会
長
と
も
ど
も
皆
様
で
運
営
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

本
日
は
、
入
会
の
審
査
案
件
、
定
時
総
会
に
向
け
た

令
和
3
年
度
事
業
報
告
や
決
算
報
告
の
承
認
案
件
等
、

重
要
な
議
事
に
加
え
、
多
数
の
報
告
事
項
が
あ
る
。
会

議
の
円
滑
な
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

※
第
1
2
0
回
理
事
会
に
つ
い
て
は

当
協
会
H
P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://w
w

w
.tokyo-bm

.or.jp/
association/schedule.htm

l

）　

○
　
木
村
副
会
長

　

一
言
、
御
礼
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の
理
事
継
続
書

面
決
議
の
理
事
会
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
た
。
皆
様
の

ご
厚
情
を
賜
り
、
任
期
満
了
ま
で
し
っ
か
り
と
職
務
を

全
う
し
た
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２　
お
祝
い
品
の
贈
呈

　

佐
々
木
会
長
が
令
和
4
年
度
春
の
褒
章
に
て
藍
綬
褒

章
を
受
章
さ
れ
た
た
め
、
協
会
の
慶
弔
・
見
舞
金
等
支

給
基
準
及
び
役
員
互
助
規
程
に
従
い
、
一
戸
名
誉
会
長

か
ら
お
祝
い
を
贈
呈
し
、佐
々
木
会
長
か
ら
謝
辞
が
あ
っ

た
。
伝
達
式
は
5
月
19
日
、
都
庁
舎
で
行
わ
れ
る
。

3　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

　
そ
の
１　
正
会
員　
株
式
会
社
東
海
ビ
ル
メ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ナ
ス
東
京
支
店

　
そ
の
２　
正
会
員　

 

株
式
会
社
マ
イ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第121回

理 事 会 報 告
令和3年度事業報告及び決算を承認

Photo:あやめ

■日時：令和4年5月10日（火）午後３時～午後４時12分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館4階会議室
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事19名、監事3名
■審議事項
第１号議案　入会の承認について
　　その１　正会員　株式会社東海ビルメンテナス東京支店
　　その２　正会員　株式会社マイスターエンジニアリング
　　その３　正会員　有限会社里装企画

第２号議案　継続入会の承認について
　　その１　正会員　　株式会社東京ダイケンビルサービス
　　その２　正会員　　株式会社リビエラ
　　その３　賛助会員　ミッケル化学株式会社東京支社
第３号議案　令和３年度 事業報告について
第４号議案　令和３年度 決算について
－　監査報告　－　
第５号議案　永年勤続者表彰候補者について
第６号議案　60周年記念式典表彰候補者等について

QR コードはこちら
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■第 121回理事会

　
そ
の
２　
正
会
員　
　

 

株
式
会
社
リ
ビ
エ
ラ

　
そ
の
3　
賛
助
会
員　
ミ
ッ
ケ
ル
化
学
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
京
支
社

　

標
記
正
会
員
2
社
、
賛
助
会
員
１
社
の
入
会
に
つ

い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1
、
正
会
員
、
株
式
会
社
東
京
ダ
イ
ケ
ン
ビ

ル
サ
ー
ビ
ス
は
、
株
式
会
社
ダ
イ
ケ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
加
入
し
て
い
た
が
、
当
年
4
月
に
分
社
化
、

事
業
を
株
式
会
社
東
京
ダ
イ
ケ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
が

継
承
し
た
た
め
、
継
続
入
会
の
申
込
み
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
2
、
正
会
員
、
株
式
会
社
リ
ビ
エ
ラ
は
、
株

式
会
社
リ
ビ
エ
ラ
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し

て
加
入
し
て
い
た
が
、
今
年
4
月
に
親
会
社
へ
統
合

さ
れ
た
た
め
、
親
会
社
と
な
る
株
式
会
社
リ
ビ
エ
ラ

か
ら
継
続
入
会
の
申
込
み
が
な
さ
れ
た
。

　

そ
の
3
、
賛
助
会
員
、
ミ
ッ
ケ
ル
化
学
株
式
会
社

東
京
支
社
は
、
株
式
会
社
ユ
ー
ホ
ー
ニ
イ
タ
カ
と
し

て
加
入
し
て
い
た
が
、
今
年
4
月
に
グ
ル
ー
プ
会
社

で
あ
る
ス
イ
シ
ョ
ウ
油
化
工
業
株
式
会
社
と
合
併
し
、

新
た
に
ミ
ッ
ケ
ル
化
学
株
式
会
社
と
な
っ
た
。
本
社

は
ス
イ
シ
ョ
ウ
油
化
工
業
株
式
会
社
の
あ
っ
た
大
阪

と
な
っ
た
た
め
、
同
社
の
東
京
支
社
か
ら
継
続
入
会

の
申
込
み
が
な
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案　
令
和
３
年
度 

事
業
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た

■
提
案
説
明

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業

　

調
査
研
究
事
業
で
は
、
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス

や
汚
れ
に
つ
い
て
、
計
測
器
等
を
使
用
し
、
清
掃
の

前
後
で
数
値
比
較
を
行
っ
た
結
果
を
『
清
掃
状
況
の

見
え
る
化
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
と
し
て
ま
と
め

た
。

　

研
修
会
、
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
一
部
中
止
や
規

模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
最
大
限
の
注
意
を

払
い
開
催
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
、
実
施
回
数
は
5

回
増
の
25
回
、
受
講
者
数
は
1
4
4
名
増
の
4
9
0

名
だ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
清

掃
で
の
適
切
な
知
識
」
と
題
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
し
た
。

　

参
考
書
籍
・
研
修
教
科
書
の
作
成
で
は
、
企
業
の

協
力
を
得
て
、
障
が
い
者
雇
用
の
現
場
の
状
況
を
、

動
画
「
障
が
い
者
ス
タ
ッ
フ
の
1
日
を
追
っ
て
」
に

ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
た
。

　

障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会
は
、
障
害
者
技
能

競
技
大
会
に
協
力
し
て
お
り
、昨
年
12
月
に
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
で
は
、
東
京
都

か
ら
の
参
加
者
が
金
賞
及
び
銅
賞
を
受
賞
し
た
。

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止
に
関

す
る
事
業

　

警
備
員
に
対
す
る
講

習
会
は
法
定
教
育
で
あ

る
た
め
、
感
染
対
策
に

留
意
し
て
極
力
開
催
、

前
年
を
11
回
上
回
る
65

回
実
施
し
、
受
講
者
数

は
前
年
度
比
2
2
3
名

　
そ
の
３　
正
会
員　
有
限
会
社
里
装
企
画

　

標
記
正
会
員
3
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1
、
株
式
会
社
東
海
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ス
東
京

支
店
は
昭
和
38
年
に
設
立
さ
れ
た
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
企
業
で
あ
る
。
本
社
は
小
田
原
市
に
あ
り
、

神
奈
川
県
協
会
に
加
盟
、
代
表
は
神
奈
川
県
協
会
の

副
会
長
に
就
任
さ
れ
て
い
る
。
設
備
管
理
に
お
け
る

従
業
員
教
育
の
強
化
等
を
目
的
と
し
て
入
会
を
希
望

し
た
。
推
薦
会
社
は
、
株
式
会
社
セ
イ
ビ
で
あ
る
。

　

そ
の
2
、
株
式
会
社
マ
イ
ス
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
は
昭
和
49
年
に
設
立
さ
れ
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
ほ
か
、
メ
カ
ト
ロ
と
い
う
設
備
管
理
技
術
者
の

派
遣
事
業
を
柱
と
す
る
企
業
で
あ
る
。
千
葉
県
協
会

に
加
盟
し
て
い
た
が
、
本
社
機
能
を
東
京
に
移
し
た

こ
と
か
ら
、
東
京
都
内
の
会
社
と
の
交
流
や
情
報
収

集
を
目
的
と
し
て
入
会
を
希
望
し
た
。
推
薦
会
社
は
、

株
式
会
社
日
本
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。

　

そ
の
3
、
有
限
会
社
里
装
企
画
は
平
成
元
年
に
設

立
、
同
3
年
に
法
人
化
さ
れ
、
清
掃
や
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
の
設
営
な
ど
を
柱
と
す
る
企
業
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
中
、
会
員
会
社
か

ら
の
勧
誘
も
あ
り
、
同
業
他
社
と
の
つ
な
が
り
を
目

的
と
し
て
入
会
を
希
望
し
た
。
推
薦
会
社
は
、
株
式

会
社
コ
ア
ズ
で
あ
る
。

第
２
号
議
案　
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

　
そ
の
１　
正
会
員　
株
式
会
社
東
京
ダ
イ
ケ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
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増
の
2
0
0
3
名
と
な
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、
二
酸

化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
管
理
対
策
や
警
備
員
の
接

客
マ
ナ
ー
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
た
。

　

参
考
書
籍
・
研
修
教
科
書
の
作
成
で
は
、『
警
備
員

教
本
』
及
び
『
警
備
員
手
帳
』
を
4
年
ぶ
り
に
改
訂

し
た
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業

　

調
査
研
究
の
実
施
で
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
各
社
の
対
応
に
つ
い
て
調
査

し
、
冊
子
に
ま
と
め
た
。

　

見
学
会
の
実
施
で
は
、
J
R
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク

株
式
会
社
の
協
力
で
最
新
技
術
を
取
り
入
れ
た
研
修

セ
ン
タ
ー
を
見
学
、
墜
落
・
感
電
等
の
事
故
を
体
感

で
き
る
V
R
設
備
の
体
験
等
を
行
っ
た
。

　

講
習
会
の
実
習
で
は
、
マ
ス
ク
の
上
に
フ
ェ
ー
ス

シ
ー
ル
ド
を
着
用
す
る
な
ど
、
感
染
防
止
に
最
大
限

留
意
し
て
開
催
し
た
結
果
、
前
年
度
と
比
べ
実
施
回

数
は
7
回
増
の
31
回
、
受
講
者
数
は
2
1
4
名
増
の

6
3
8
名
と
な
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
に
お
け
る
省
エ
ネ
」
を
テ
ー
マ

に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
た
。

④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業

　

労
働
安
全
関
係
で
は
、
危
険
予
知
訓
練
、
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
労
働
安
全
衛
生
関
係
の
講
習
会
・

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
高
所
作
業
時

の
熱
中
症
対
策
と
安
全
確
保
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や

職
場
巡
視
、
転
倒
予
防
・
転
倒
防
止
な
ど
を
取
り
上

げ
た
。

　

求
人
サ
イ
ト
「
東
京
ビ
ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も
に
、
人
手
不
足
対
策

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
結
果
、

利
用
社
数
や
応
募
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

　

社
会
貢
献
事
業
で
は
、
就
労
体
験
を
学
校
及
び
企

業
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
自

立
支
援
事
業
で
は
、
特
別
支
援
学
校
に
講
師
を
派
遣

し
た
。
ま
た
、
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
ほ
か
、
日
本
空
港
テ
ク
ノ
株
式
会
社
の
協
力

を
得
て
、
障
が
い
者
が
活
躍
し
て
い
る
清
掃
現
場
の

見
学
会
を
実
施
し
た
。

　

品
質
改
善
事
業
と
し
て
、
品
質
管
理
に
関
す
る
各

種
講
座
を
実
施
し
た
。

　

労
働
安
全
衛
生
大
会
で
は
、「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
に
お
け
る
転
倒
災
害
の
防
止
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

を
し
て
い
た
だ
い
く
と
と
も
に
、
各
種
表
彰
を
行
っ

た
。

　

広
報
誌
は
全
11
回
発
行
、
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
、
東
京
地
区
応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
品

を
選
び
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
て
会
員
及
び
都
内
全
公

立
小
学
校
等
に
配
付
し
た
。

⑤
収
益
等
そ
の
他
事
業

　

都
知
事
等
宛
に
要
望
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、

東
京
都
財
務
局
と
2
回
、
意
見
交
換
し
た
。

　

短
時
間
労
働
者
の
社
会
保
険
適
用
拡
大
に
関
す
る

最
新
の
法
改
正
や
雇
用
情
勢
へ
の
対
応
を
目
的
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
解
説
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
最
低
賃
金
の
上
昇
と

契
約
改
定
率
と
の
乖
離
及
び
そ
れ
に
伴
う
経
営
難
に

つ
い
て
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
た
。
ま
た
、
会
員
概
括
調
査
を
実
施
し
、
回

答
率
は
42
％
だ
っ
た
。

　

親
睦
事
業
で
は
、
野
球
大
会
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
、
新
た
に
都
立
動
物
園
等
へ
の
招
待
や
観
劇
観
覧

補
助
を
実
施
し
た
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
は
、
中
期
修
繕
計
画
に

基
づ
き
各
種
の
改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

　

新
年
賀
詞
交
歓
会
は
、
参
加
規
模
を
絞
り
、
か
つ

飲
食
な
し
で
実
施
し
た
。

　

優
良
従
業
員
表
彰
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
式
典
を
中

止
、
受
賞
者
の
皆
様
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
送
付

し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
支

援
事
業
で
は
、ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体（
以
下「
Ｊ

Ｖ
」）
の
一
員
と
し
て
選
手
村
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
事

業
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
記
録
を
冊
子
に
ま

と
め
、
全
会
員
に
配
付
し
た
。

第
4
号
議
案　
令
和
３
年
度 

決
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
及
び
監
査
報
告
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

第
４
号
議
案 - 

１　
令
和
３
年
度
収
支
計
算
書

１　
事
業
活
動
収
支
の
部

（
１
）
事
業
活
動
収
入

　

会
費
収
入
は
、
第
2
四
半
期
で
会
費
半
額
減
免
を

行
っ
た
た
め
、
予
算
額
と
決
算
額
の
予
算
差
異
は
、

マ
イ
ナ
ス
の
2
2
2
4
万
円
、
収
入
率
は
、
87
％
と

な
っ
た
。

　

事
業
収
入
は
、
①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に

関
す
る
事
業
、
②
犯
罪
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関
す

る
事
業
、
③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対
策
か
ら
受
講
定
員
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数
を
50
％
と
し
た
た
め
、収
入
率
が
60
％
前
後
と
な
っ

た
。

　

④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
収
入
の
収
入
率
は
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
中
止
の
た
め
、23
％
だ
っ

た
。

　

⑤
収
益
等
そ
の
他
事
業
収
入
の
収
入
率
は
、
厚
生

事
業
の
中
止
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
の
縮
小
開
催
の
た

め
、
91
％
だ
っ
た
。

　

雑
収
入
は
、
Ｊ
Ｖ
か
ら
の
出
資
配
当
金
等
が

2
7
5
1
万
円
あ
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
、
事
業
活
動
収
入
計
は
、
予
算

額
3
億
1
6
8
3
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は

2
億
7
6
7
6
万
円
、
収
入
率
は
87
％
だ
っ
た
。

（
２
）
事
業
活
動
収
入

ア　
事
業
費
支
出

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

　

執
行
率
は
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り
、
講
習

会
の
一
部
を
中
止
し
た
た
め
、
70
％
だ
っ
た
。

②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関
す
る
事
業
費

　

執
行
率
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
、
委
員
会
開
催

回
数
が
少
な
く
、
83
％
だ
っ
た
。

③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費

　

執
行
率
は
、
大
阪
協
会
と
の
情
報
交
換
会
の
中
止
、

講
習
会
の
一
部
中
止
の
た
め
、
88
％
だ
っ
た
。

④
普
及
啓
発
・
活
用
に
関
す
る
事
業
費

　

J
V
か
ら
の
配
当
金
等
を
活
用
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
反
面
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
ェ
ア
を
中
止
し
た
た
め
、
執
行
率
は
60
％
だ
っ

た
。

⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費

　

J
V
か
ら
の
配
当
金
等
を
活
用
し
、
各
種
研
修
設

備
設
置
工
事
等
を
行
っ
た
反
面
、
厚
生
事
業
や
新
年

賀
詞
交
歓
会
、
優
良
従
業
員
表
彰
式
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
業
報
告
会
の
縮
小
等
の
た
め
、
執
行
率
は
85
％

だ
っ
た
。

イ　
管
理
費
支
出

　

J
V
か
ら
の
配
当
金
等
を
活
用
し
、
会
員
管
理
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
、
執

行
率
は
99
％
だ
っ
た
。

　

以
上
の
結
果
、
事
業
活
動
支
出
計
は
、
予
算

額
3
億
5
6
6
1
万
円
に
対
し
、
決
算
額
は

3
億
4
1
3
万
円
、
85
％
の
執
行
率
と
な
っ
た
。

２　
投
資
活
動
支
出
の
部

　

投
資
活
動
収
入
、
特
定
預
金
取
崩
収
入
で

は
、
4
4
7
6
万
円
を
修
繕
積
立
預
金
か
ら
、

2
5
0
0
万
円
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援
積
立
預
金
か

ら
取
り
崩
し
た
ほ
か
、
5
0
0
万
円
の
Ｊ
Ｖ
か
ら
の

出
資
金
戻
り
収
入
が
あ
っ
た
。

　

投
資
活
動
支
出
、
特
定
預
金
支
出
は
、

3
0
0
0
万
円
を
修
繕
積
立
金
に
、
4
7
3
万
円
を

退
職
給
付
引
当
預
金
に
積
み
増
し
し
た
。

　

差
し
引
き
投
資
活
動
収
支
差
額
は
、
4
0
0
3
万

円
と
な
っ
た
。

３　
当
期
収
支
差
額

　

当
期
収
支
差
額
は

1
2
6
7
万
円
。
こ

れ
に
令
和
2
年
度
か
ら

の
前
期
繰
越
収
支
差
額

1
億
2
4
3
0
万
円

を
加
え
た
次
期
令
和
4

年
度
へ
の
繰
越
収
支
額

は
1
億
3
6
9
8
万

円
と
な
っ
た
。

第
４
号
議
案 - 

２
、
令
和
3
年
度
正
味
財
産
増
減
計

算
書

　

正
味
財
産
期
末
残
高
は
、
11
億
1
9
8
万
円
と
な

り
、前
期
末
と
比
べ
1
9
6
5
万
円
の
減
と
な
っ
た
。

第
４
号
議
案 - 

３
、
令
和
3
年
度
貸
借
対
照
表

　

資
産
の
部
の
資
産
合
計
は
、
11
億
9
7
5
6
万
円
。

負
債
の
部
、
負
債
合
計
は
9
5
5
8
万
円
で
あ
る
。

第
４
号
議
案 - 

４
、
令
和
3
年
度
正
味
財
産
増
減
計

算
書
内
訳
表
及
び
第
４
号
議
案 - 

５
、
公
益
会
計
基

準
の
達
成
状
況
に
つ
い
て

　

公
益
法
人
の
財
務
基
準
は
、
①
公
益
事
業
比
率
が

50
％
以
上
で
あ
る
こ
と
、
②
収
支
相
償
と
し
て
、
公

益
事
業
の
経
常
費
用
が
経
常
収
支
を
上
回
る
こ
と
、

③
遊
休
財
産
の
保
有
額
が
遊
休
財
産
保
有
限
額
を
超

え
な
い
こ
と
の
3
点
で
あ
る
。

　

①
公
益
事
業
比
率
に
つ
い
て
は
、
公
益
事
業
の
区

分
で
あ
る
公
1
か
ら
公
4
ま
で
の
合
計
は
63
％
と
な

り
、
公
益
事
業
比
率
50
％
以
上
を
確
保
で
き
た
。

　

②
収
支
相
償
に
つ
い
て
は
、
収
支
相
償
の
第
一
段

階
で
の
公
1
か
ら
公
4
の
事
業
費
は
、
各
事
業
で
経

常
費
用
が
経
常
収
益
を
上
回
り
、
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
収
支
相
償
の
第
二
段
階
で
あ
る
会

費
と
入
会
金
の
50
％
を
加
え
た
公
1
か
ら
公
4
の
合

計
の
経
常
収
益
に
対
し
て
も
、
経
常
費
用
が
上
回
っ

て
お
り
、
収
支
相
償
の
基
準
を
確
保
で
き
た
。

　

③
遊
休
財
産
保
有
制
限
に
つ
い
て
だ
が
、
令
和
3

年
度
に
つ
い
て
は
、
公
益
目
的
事
業
経
常
費
用
に
修

繕
積
立
金
の
増
減
額
の
分
の
56
.
7
％
を
反
映
し
た

1
億
7
7
2
9
万
円
が
遊
休
財
産
の
保
有
制
限
額
と

な
る
。

　

一
方
、
保
有
す
る
遊
休
財
産
額
は
、
正
味
財
産
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期
末
残
高
11
億
1
9
8
万
円
か
ら
、
控
除
対
象
と

な
る
土
地
・
建
物
・
什
器
備
品
な
ど
を
引
い
た

1
億
4
7
7
1
万
円
と
な
り
、
制
限
額
に
対
す
る
保

有
率
は
83
％
と
な
っ
た
。
各
研
修
設
備
工
事
の
実
施

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
会
員
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
大
き
く

支
出
し
た
結
果
、
83
％
と
、
比
較
的
余
裕
の
あ
る
保

有
率
と
な
っ
た
。

　

以
上
、
公
益
法
人
財
務
基
準
を
全
て
満
た
し
て
い

る
。

【
監
査
報
告
】　
坂
野
監
事

　

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
3
月
31
日
ま

で
の
令
和
3
年
度
に
お
け
る
会
計
及
び
業
務
の
監
査

を
行
い
、
次
の
と
お
り
報
告
す
る
。

①　

監
査
の
方
法

　

会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
伝
票
、
帳
簿
及
び
証
拠

書
類
を
精
査
し
、
計
算
書
類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。

業
務
監
査
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
及
び
そ
の
他
の
会

議
に
出
席
し
、
理
事
の
業
務
報
告
の
聴
取
、
関
係
書

類
の
閲
覧
な
ど
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監
査
手
続
を
行

い
、
業
務
執
行
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。

②　

監
査
意
見

　

決
算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致

し
、
法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状
態
を
正
し
く
示

し
て
い
る
と
認
め
る
。
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る

不
正
の
行
為
並
び
に
法
令
及
び
定
款
に
違
反
す
る
事

実
は
な
い
と
認
め
る
。

第
５
号
議
案　
永
年
勤
続
者
表
彰
候
補
者
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

　

以
下
の
通
り
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

定
時
総
会
に
合
わ
せ
て
、
当
該
年
度
に
お
け
る
永

年
勤
続
者
表
彰
を
行
っ
て
い
る
が
、
役
員
の
部
で
は
、

吉
澤
理
事
が
16
年
表
彰
の
候
補
者
と
な
る
。
そ
の
ほ

か
委
員
の
部
は
、
13
名
で
あ
る
。

第
６
号
議
案　
60
周
年
記
念
式
典
表
彰
候
補
者
等
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
委
員
会
担
当
理
事

　

以
下
の
通
り
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

60
周
年
記
念
式
典
の
中
で
、
各
種
表
彰
が
行
わ
れ

る
。
表
彰
及
び
感
謝
状
に
関
す
る
規
則
に
照
ら
し
、

東
京
都
か
ら
の
感
謝
状
、
会
長
表
彰
、
会
員
表
彰
対

象
者
を
提
案
す
る
。

　

都
知
事
感
謝
状
及
び
福
祉
保
健
局
健
康
危
機
管
理

担
当
局
長
感
謝
状
つ
い
て
は
、
東
京
都
で
事
前
審
査

を
行
い
、
交
付
い
た
だ
け
る
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　

そ
の
他
会
員
表
彰
で
は
、
創
立
時
会
員
、
20
年
以

上
と
な
る
永
年
会
員
の
ほ
か
、
委
員
派
遣
の
有
無
で

表
彰
の
種
類
を
5
つ
に
分
け
て
い
る
。
20
年
未
満
の

会
員
で
も
、
委
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
会

員
は
、
表
彰
対
象
と
し
て
い
る
。

４　
報
告
事
項

⑴　
会
長
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

ア　
創
立
60
周
年
記
念
式
典
及
び

　
　
第
56
回
優
良
従
業
員
表
彰
式

　

優
良
従
業
員
の
表
彰
式
は
、
今
回
創
立
60
周
年
の

記
念
式
典
と
合
同
で
実
施
す
る
。

　

5
月
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
が
、
4
月
上
旬
に

は
、
来
賓
、
会
員
の
皆
様
等
に
ご
案
内
し
た
。
日
時

は
令
和
4
年
6
月
20
日
の
14
時
か
ら
、
会
場
は
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。

　

主
賓
は
、
参
議
院
議
員
で
あ
り
、
公
益
財
団
法
人

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

組
織
委
員
会
の
橋
本
聖
子
会
長
、
こ
の
ほ
か
東
京
都

か
ら
も
来
賓
を
お
迎
え
す
る
。
ま
た
、
全
国
協
会
の

一
戸
隆
男
会
長
に
も
祝
辞
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
都
知
事
感
謝
状
等
の
授
与
や
会
長
表
彰
、

永
年
会
員
表
彰
が
行
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
記
念
誌
の
制
作
も
進
ん
で
い
る
が
、
分
科

会
の
会
長
で
あ
る
吉
澤
理
事
に
報
告
を
お
願
い
す
る
。

≲
吉
澤
理
事
≳

　
『
60
周
年
史
』
の
内
容
と
し
て
は
、
こ
の
10
年
間
の

協
会
の
動
向
、
各
委
員
会
事
業
の
あ
ゆ
み
、
10
年
間

の
各
事
業
の
実
施
状
況
の
ほ
か
、
今
回
木
村
副
会
長

に
司
会
を
お
願
い
し
、
狩
野
最
高
相
談
役
、
一
戸
名

誉
会
長
、
佐
々
木
会
長
に
よ
る
鼎
談
を
掲
載
し
た
。

過
去
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
、
興
味
深
い
内
容
で
あ

る
。
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■第 121回理事会

　

体
裁
は
、
4
章
立
て
の
A
4
判
、
約
1
2
0
ペ
ー

ジ
と
し
て
1
0
0
0
部
印
刷
す
る
。

　

現
在
印
刷
製
本
作
業
に
入
っ
て
お
り
、
会
員
の
皆

様
へ
は
祝
賀
会
翌
日
の
6
月
21
日
に
記
念
品
と
合
わ

せ
て
納
品
で
き
る
よ
う
に
調
整
を
進
め
て
い
る
。

イ　
創
立
60
周
年
記
念
祝
賀
会

　

当
初
は
、
立
食
で
祝
賀
会
が
で
き
な
い
か
検
討
し

て
き
た
が
、
こ
の
連
休
明
け
の
感
染
者
数
の
状
況
等

を
踏
ま
え
つ
つ
、
60
周
年
と
い
う
節
目
の
祝
賀
会
で

あ
る
た
め
、
着
席
で
食
事
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
。
十
分
に
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
取
り
、
万
全
を

期
し
た
上
で
開
催
す
る
の
で
ぜ
ひ
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
た
い
。

（
２
）
全
国
協
会
報
告　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
2
0
2
2
年
定
時
総
会
及
び

　
　
第
２
回
会
員
交
流
会
i
n
徳
島

　

全
国
協
会
の
2
0
2
2
年
定
時
総
会
及
び
第
2
回

会
員
交
流
会
の
ご
案
内
で
あ
る
。

　

定
時
総
会
は
、
7
月
21
日
木
曜
日
、
徳
島
県
徳
島

市
で
開
催
す
る
。
ま
た
、
会
員
交
流
会
と
し
て
、
総

会
当
日
の
懇
親
会
等
を
企
画
し
て
い
る
。
代
議
員
に

は
総
会
に
出
席
い
た
だ
く
が
、
そ
の
他
の
会
員
も
会

場
で
傍
聴
で
き
る
。
総
会
に
つ
い
て
は
、
3
月
25
日

に
全
国
協
会
か
ら
ご
案
内
済
み
で
あ
る
。

イ　
各
実
施
報
告

（
ア
）
2
0
2
1
年
度 

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
検
定

　

合
格
発
表
は
3
月
31
日
、
全
国
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
る
。
1
級
の
合
格
者
が
昨
年
に
比

べ
倍
増
し
、
1
0
0
0
名
を
超
え
た
。
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
受
験
生
が
学
科
対
策
に
時
間

が
取
れ
、
学
科
の
合
格
率
が
昨
年
度
よ
り
上
が
っ
た

た
め
、
合
格
者
が
増
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。

（
イ
）
2
0
2
1
年
度 

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
事
業

　

2
0
2
1
年
度
は
、
第
一
種
技
術
者
74
名
、
第
二

種
81
名
が
新
た
に
認
定
を
受
け
た
。
ま
た
、
2
0
1
6

年
に
認
定
を
受
け
た
技
術
者
を
対
象
に
「
更
新
講
習
」

を
行
い
、
第
一
種
1
4
4
名
、
第
二
種
1
2
9
名

の
更
新
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
技
術
者
数

は
第
一
種
5
9
1
名
、第
二
種
8
8
9
名
と
な
っ
た
。

な
お
、
第
一
種
、
第
二
種
と
も
、
資
格
認
定
の
有
効

期
間
は
5
年
で
あ
る
。

　

エ
コ
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
事
業
者
の
認
定
で
は
、
12
の

事
業
者
が
新
た
に
認
定
を
受
け
、
全
認
定
事
業
者
数

は
1
4
2
事
業
者
と
な
っ
た
。

ウ　
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会

　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　

第
1
回
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会
で
あ

る
が
、
大
会
開
催
地
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
を
コ
ー
ス
に
加
え
て
あ

る
。
日
程
は
10
月
10
日
月
曜
日
の
祝
日
か
ら
16
日
の

日
曜
日
ま
で
の
7
日
間
で
あ
る
。
感
染
症
、
国
際
的

政
情
不
安
に
よ
る
リ
ス
ク
が
大
き
い
場
合
は
中
止
と

し
、
安
全
が
確
保
さ
れ
た
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

役
員
、
会
員
の
皆
様
に
は
参
加
を
検
討
い
た
だ
き
た

い
。

（
３
）
委
員
会
報
告

ア　
総
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
小
出
担
当
理
事

（
ア
）
第
12
回
定
時
総
会

　

開
催
は
6
月
2
日
午
後
2
時
半
か
ら
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
館
2
階
。
審
議
事
項
は
、
本
日
ご
審
議
い

た
だ
い
た
令
和
3
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
の
ほ
か
、

諸
規
程
等
の
一
部
改
正
、
令
和
4
、
5
年
度
役
員
立

候
補
者
資
格
等
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の
件
の
合
計

4
議
案
で
あ
る
。
な
お
、
総
会
終
了
後
の
懇
親
会
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
し
な
い
。

　

総
会
招
集
通
知
は
、
5
月
17
日
に
、
総
会
資
料
を

添
え
て
正
会
員
宛
に
発
送
す
る
。
同
封
す
る
出
席
欠

席
通
知
書
は
、
下
段
部
分
が
、
委
任
状
と
議
決
権
行

使
書
に
な
っ
て
お
り
、
総
会
当
日
に
欠
席
の
正
会
員

に
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
、
6
月
1
日
17
時
ま
で
に

ご
提
出
い
た
だ
く
こ
と
で
議
決
権
の
行
使
と
な
る
。

　

な
お
、
昨
年
の
定
款
変
更
に
よ
り
、
電
磁
的
方
法

に
よ
る
議
決
権
行
使
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
今
回
、

W
e
b
上
か
ら
も
議
決
権
行
使
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。

　

総
会
の
後
半
に
還
暦
の
お
祝
行
事
を
行
う
。
今
回

6
名
が
該
当
す
る
が
、
今
後

ご
案
内
を
送
付
、
出
席
者
の

う
ち
代
表
者
1
名
に
お
受

け
取
り
い
た
だ
く
。
欠
席
者

に
は
後
日
、
会
社
に
記
念
品

を
郵
送
す
る
。
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（
イ
）
名
義
使
用
の
依
頼
「
第
24
回
不
動
産
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」
後
援
名
義

　

当
協
会
の
後
援
名
義
使
用
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
り
、

検
討
の
結
果
承
認
し
た
。
催
事
名
称
は
「
第
24
回
不

動
産
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
」
で
、
毎
年
、
株
式

会
社
ビ
ル
経
営
研
究
所
が
主
催
し
て
い
る
。
会
期
は

11
月
29
日
か
ら
30
日
の
2
日
間
、
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
シ
テ
ィ
展
示
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
る
。

イ　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

　
令
和
４
年
度 

予
算
の
流
用
報
告

　

建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
で
は
、
研
修
設
備
「
二

酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
模
擬
パ
ネ
ル
」
の
作
成
を
令

和
3
年
度
に
予
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
等
の
影

響
か
ら
、
部
材
調
達
の
遅
延
が
発
生
し
た
た
め
、
令

和
4
年
4
月
下
旬
の
納
入
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
本

執
行
に
か
か
る
予
算
に
つ
い
て
、
令
和
4
年
度
に
計

上
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
理
規
則
第
21
条

に
基
づ
き
、
同
委
員
会
所
管
の
令
和
4
年
度
予
算
内

で
の
流
用
を
し
た
い
と
す
る
旨
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

財
務
委
員
会
と
し
て
は
、
中
科
目
間
の
予
算
流
用

で
あ
り
、
同
委
員
会
で
の
承
認
を
得
て
い
る
こ
と
か

ら
、
4
月
25
日
開
催
の
財
務
委
員
会
に
お
い
て
、
本

予
算
流
用
を
承
認
し
た
。

ウ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
森
井
担
当
理
事

　
今
こ
そ
学
ぶ 

こ
れ
か
ら
の
転
倒
予
防
・
防
止
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
報
告

　

3
月
30
日
、
講
師
と
し
て
森
井
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
コ
ン
サ
ル
ト
事
務
所
の
森
井
梢
江
様
を
お
招
き
し
、

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
近
年
の
業
界
の
労
働
災
害

の
半
分
近
く
を
占
め
る
転
倒
に
つ
い
て
、
災
害
の
傾

向
や
現
場
責
任
者
な
ど
が
転
倒
防
止
の
教
育
を
す
る

際
の
や
り
方
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
転
倒
防
止
用
の
動
画
を
活
用
し
た
実
技
指

導
や
実
際
に
滑
り
や
す
い
環
境
を
想
定
し
た
安
全
靴

の
体
験
会
も
実
施
し
た
。

　

参
加
者
は
33
名
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

エ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
田
中
委
員
長

　
第
58
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募
集

の
案
内

　

今
年
度
1
回
目
の
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
招
待

の
募
集
を
開
始
し
た
。
演
奏
会
の
日
時
は
6
月
13
日

月
曜
日
19
時
開
演
。
会
場
は
東
京
文
化
会
館
で
、
15

組
30
名
を
招
待
す
る
。
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
5
月

26
日
ま
で
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
受
け
付
け
て
い

る
。オ　

広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
実
施

　

令
和
3
年
度
事
業
と
し
て
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
し
、
4
月
1
日
か
ら
公
開
し

て
い
る
。

　

主
な
変
更
点
は
、
サ
イ
ト
の
全
体
的
な
レ
イ
ア
ウ

ト
を
一
新
し
た
ほ
か
、
各
講
習
会
の
詳
細
ペ
ー
ジ
の

追
加
や
賛
助
会
員
の
バ
ナ
ー
広
告
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
等
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

講
習
会
へ
の
W
e
b
申
込
み
、
受
講
票
及
び
請
求

書
の
自
動
発
行
、
協
会
発
行
書
籍
の
販
売
等
を
行
う

E
C
サ
イ
ト
の
制
作
を
行
っ
て
お
り
、
10
月
1
日
の

開
設
を
予
定
し
て
い
る
。
サ
イ
ト
開
設
後
に
は
、
改

め
て
報
告
す
る
。

カ　
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会　
　
野
口
委
員
長

『
清
掃
状
況
の
「
見
え
る
化
」
に
関
す
る
調
査
報
告

書
』
の
作
成
報
告

　

こ
の
報
告
書
は
、
主
に
、
目
に
見
え
な
い
汚
れ
を

数
値
化
す
る
試
み
と
し
て
、
測
定
器
を
施
設
用
途
の

異
な
る
3
つ
の
現
場
で
使
用
し
た
実
態
調
査
の
結
果

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
ま
す
ま
す
衛
生
管

理
を
求
め
ら
れ
る
中
、
清
掃
の
点
検
の
補
助
用
具
と

し
て
、
測
定
器
を
使
っ
て
の
併
用
点
検
が
広
が
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
測
定
器
の
導

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
企
業
の
皆
様
の
参
考
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

キ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
谷
川
委
員
長

　
警
備
員
の
た
め
の
お
も
て
な
し
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

報
告

　

3
月
14
日
、
商
業
施
設
や
駐
車
場
な
ど
で
働
く
警

備
員
を
対
象
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
参
加
者
数

は
30
名
だ
っ
た
。

　

元
ホ
テ
ル
支
配
人

で
あ
る
マ
ナ
ー
講
師

を
招
き
、
お
も
て
な

し
の
考
え
方
か
ら
、

声
の
表
情
や
つ
く
り

方
の
実
践
ま
で
接
客

の
心
得
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
い
た
。
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受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
も
、「
参
考
に
な
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
多
く
、
好
評
を
い
た
だ
い
た
。

ク　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
今
井
委
員
長

（
ア
）
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
に
お
け
る
省

エ
ネ
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
報
告

　
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
時
代
に
お
け
る
省
エ

ネ
」
を
テ
ー
マ
に
、
3
月
4
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
省
エ
ネ
の
進

め
方
や
省
エ
ネ
診
断
事
例
、
B
E
M
S
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明

い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
31
名
だ
っ
た
。

（
イ
）
調
査
研
究
結
果
報
告
書

　
『
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た

対
応
』
の
作
成
報
告

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
各
社
が
社

内
や
現
場
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
っ
て

い
る
の
か
を
調
査
し
た
結
果
を
冊
子
と
し
て
ま
と
め

た
。

　

報
告
書
は
、
1
章
と
し
て
各
社
の
対
応
と
対
策
事

例
、
2
章
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
で
実
施
し
た

建
物
P
C
R
検
査
の
結
果
報
告
、
3
章
に
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
既
刊
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
紹
介
を
記
載
し
て
い
る
。
今
後
の
対
策
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ケ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
藤
委
員
長

　
令
和
３
年
度 

特
別
支
援
学
校
清
掃
巡
回
指
導
の
実

施
報
告

　

令
和
3
年
7
月
か
ら
令
和
4
年
2
月
に
か
け
て
、

東
京
都
の
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
清
掃
巡
回
指

導
を
行
っ
た
。

　

就
労
体
験
指
導
と
し
て
、
学
校
で
の
指
導
と
企
業

で
の
就
労
体
験
を
1
校
10
回
行
っ
た
。
ま
た
、
清
掃

検
定
対
策
指
導
を
15
校
15
回
、
清
掃
親
子
教
室
を
9

校
13
回
、
合
計
38
回
の
指
導
を
、
児
童
生
徒
4
4
7

名
に
対
し
て
実
施
し
た
。
実
施
し
た
学
校
か
ら
は
、

「
と
て
も
よ
い
指
導
で
あ
り
、
令
和
4
年
度
も
継
続
し

て
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

今
年
度
も
同
様
の
事
業
を
実
施
予
定
で
あ
る
。

コ　
全
国
協
会
東
京
地
区
代
議
員
選
挙
管
理

委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　
公
益
社
団
法
人
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
の

代
議
員
変
更

　

東
京
協
会
選
出
の
代
議
員
の
う
ち
、
木
村
健
司
代

議
員
に
つ
い
て
は
、
3
月
末
に
A
N
A
ス
カ
イ
ビ
ル

サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
退
任
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
全

国
協
会
の
代
議
員
を
退
任
、
後
任
に
横
田
英
雄
氏
を

届
け
出
た
。

サ　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
澤
委
員
長

  

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
T
O
K
Y
O
2
0
2
2

の
進
捗
状
況

　

7
月
14
日
・
15
日
に
開
催
す
る
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
フ
ェ
ア
T
O
K
Y
O
2
0
2
2
の
進
捗
状
況
だ

が
、
出
展
者
は
、
前
回
開
催
し
た
2
0
1
8
年
よ
り

1
社
多
い
30
社
で
あ
る
。
特
別
講
演
は
、
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
＆
ス
ポ
ー
ツ
ア
ナ
リ
ス
ト
の
タ
ッ
ク
川
本
氏
を

お
招
き
し
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
球
団
経
営
を
通
じ
て

得
た
経
営
戦
略
や
人
材
育
成
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ

く
。
ま
た
、
清
掃
・
労
務
・
品
質
管
理
に
関
す
る
協

会
セ
ミ
ナ
ー
と
、
出
展
者
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催

す
る
。

　

今
回
は
、
消
毒
液
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策
関
連
の
商
品

と
、
S
D
G
s
に
関
連
し
た
商
品
の
展
示
ブ
ー
ス
を

設
置
す
る
ほ
か
、
会
期
終
了
後
に
は
、
ご
来
場
い
た

だ
け
な
か
っ
た
方
向
け
に
バ
ー
チ
ャ
ル
展
示
会
を
実

施
す
る
。

（
４
）
他
団
体
へ
の
派
遣
報
告　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
経
済
産
業
省

　

経
済
産
業
省
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
当
該
庁
舎

の
管
理
・
運
営
業
務
評
価
委
員
会
委
員
と
し
て
、
高

橋
専
務
理
事
が
推
薦
さ
れ
た
。
期
間
は
令
和
5
年
の

3
月
末
ま
で
で
あ
る
。

イ　
公
益
社
団
法
人
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

全
国
協
会
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
第
42
回
全
国

障
害
者
技
能
競
技
大
会
、
い
わ
ゆ
る
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
専
門
部
会
専
門
委
員
主
査
と
し
て
、
当
協
会
専

任
講
師
の
北
山
克
己
氏
を
推
薦
し
た
。
期
間
は
令
和

5
年
3
月
末
ま
で
で
あ
る
。

（
５
）
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　
令
和
３
年
10
月
か
ら
令
和
４
年
３
月
ま
で
の
活
動

報
告

　

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
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律
91
条
第
2
項
及
び
定
款
24
条
5
項
に
基
づ
き
、
半

期
に
1
度
の
代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
活
動

報
告
を
行
う
。

　

代
表
理
事
の
佐
々
木
会
長
は
、
三
役
会
を
主
宰
し

た
ほ
か
、
労
働
安
全
衛
生
大
会
に
出
席
、
挨
拶
を
行
っ

た
。

　

木
村
副
会
長
、
野
口
副
会
長
、
梶
山
副
会
長
に
つ

い
て
は
、
三
役
会
へ
の
出
席
、
担
当
委
員
会
へ
の
出

席
の
ほ
か
、
野
口
副
会
長
に
は
、
東
京
都
警
備
業
協

会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
に
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ

て
い
た
だ
い
た
。
梶
山
副
会
長
に
つ
い
て
は
、
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
へ
の
出
席
の
ほ
か
、
東
京
都
財
務

局
と
の
意
見
交
換
会
、
経
済
産
業
省
と
の
意
見
交
換

会
に
出
席
し
た
。

　

高
橋
専
務
理
事
は
、
三
役
会
、
委
員
会
、
委
員
会

主
催
の
行
事
へ
の
出
席
の
ほ
か
、
事
務
局
業
務
の
総

括
的
運
営
を
行
っ
た
。

　

一
戸
名
誉
会
長
に
つ
い
て
は
、
三
役
会
に
出
席
し
、

各
種
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

（
６
）
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事

　

3
月
1
日  

第
1
1
9
回
理
事
会
、
地
区
本
部
会
議

　

受
水
槽
室
や
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
、
2
階
床
な
ど
、
会

館
内
の
工
事
や
研
修
室
の
机
、
椅
子
等
備
品
の
交
換

を
実
施
。

　

4
月
1
日  

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　

5
日  

三
役
会

　
　
　

25
日  

令
和
3
年
度
決
算
監
査

　

通
信
設
備
の
刷
新
、
1
階
女
子
更
衣
室
・
給
湯
室

等
の
改
修
工
事
を
実
施

イ　
今
後
の
予
定

　
　
　

6
月
2
日	

第
12
回
定
時
総
会

　
　
　
　
　

7
日	

三
役
会

　
　
　
　
　

20
日	

創
立
60
周
年
記
念
式
典
及
び
優

良
従
員
表
彰
式
（
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
）

	

祝
賀
会
（
東
京
會
舘
）

　
　
　

7
月
5
日	

三
役
会
及
び
第
１
２
２
回

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
会

　
　
　
　
　

12
日	

東
京
地
区
代
議
員
会
議

　
　
　

14
・
15
日	

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
２
（
都
立

　
　
　
　
　
　
　
　

産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館
）

　
　
　
　
　

21
日	

全
国
協
会
定
時
総
会
（
徳
島
市
）

　
　
　

9
月
6
日	

三
役
会
及
び
第
１
２
３
回

　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
会

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
5
1
2
社
、
賛
助
会
員
69
社

５　
そ
の
他

　

協
会
で
は
、
5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
、
ク
ー

ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て
い
る
。



2022.6  Network Tokyo27 慣れた作業の気のゆるみ　油断・手抜きは事故のもと　基本に返って安全作業

左
さ と う

党　隆
たかし

  第297話
「古葉広島初優勝から江夏放出への道」

「
く
ま
モ
ン
に
聞
け
と
は
面
白
い
。
川
上
哲

治
も
古
葉
竹
識
も
熊
本
を
代
表
す
る
名
誉
県

民
だ
か
ら
、
二
者
択
一
を
迫
る
の
は
肥
後
も

っ
こ
す
に
は
難
し
い
で
す
よ
ね
」

「
肥
後
も
っ
こ
す
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す

か
?
」

　

名
嘉
ち
ゃ
ん
が
訊
い
た
。

「
熊
本
の
特
に
男
性
は
頑
固
者
と
い
う
こ
と

だ
。
一
度
決
め
た
ら
梃
子
で
も
動
か
な
い
ほ

ど
頑
固
で
妥
協
し
な
い
性
質
を
指
す
と
い
わ

れ
て
い
る
ん
だ
よ
」

「
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
古
葉
監
督
は
い
つ
広
島
カ
ー

プ
を
優
勝
に
導
い
た
ん
で
す
か
?
」

「
39
歳
の
若
さ
で
コ
ー
チ
か
ら
広
島
の
監
督

に
な
っ
た
古
葉
竹
識
は
、
山
本
浩
二
や
衣
笠

祥
雄
な
ど
の
生
え
抜
き
の
選
手
を
、
球
界
一

と
も
い
わ
れ
た
猛
練
習
で
主
力
に
育
て
上
げ

た
ほ
か
、
俊
足
の
高
橋
慶
彦
選
手
な
ど
の
機

動
力
も
生
か
し
た
緻
密
な
野
球
を
展
開
し
、

あ
の
『
赤
ヘ
ル
旋
風
』
を
巻
き
起
こ
し
た
ん

だ
。
球
団
創
設
26
年
目
の
こ
の
年
に
、
古
葉

は
悲
願
の
リ
ー
グ
優
勝
に
導
き
、
1
9
7
9

年
、
1
9
8
0
年
、
そ
れ
に
1
9
8
4
年
と

合
わ
せ
て
3
回
の
日
本
一
に
輝
き
、
『
黄
金

時
代
』
を
築
い
た
ん
だ
が
、
…
実
は
こ
の
後

古
葉
に
、
広
島
優
勝
に
貢
献
し
た
江
夏
を
放

出
、
ト
レ
ー
ド
と
い
う
難
問
を
抱
え
る
こ
と

と
な
っ
た
ん
だ
」

「
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
か
?
」

　

海
野
氏
が
O
氏
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
江
夏
が
ね
、
シ
ー
ズ
ン
の
途
中
に

『
俺
の
広
島
で
の
役
目
は
も
う
終
わ
り
だ
。

野
球
の
奥
義
を
窮
め
る
た
め
に
も
ユ
フ
ォ
ー

ム
を
変
え
て
み
た
い
』
と
親
し
い
新
聞
記
者

に
漏
ら
し
て
い
た
よ
う
で
、
日
本
一
達
成
の

翌
日
の
新
聞
に
『
野
球
以
外
に
で
き
る
こ
と

は
な
い
。
広
島
に
拾
わ
れ
て
こ
こ
ま
で
来
れ

た
。
広
島
が
要
ら
な
い
と
言
え
ば
ユ
フ
ォ
ー

ム
を
脱
ぐ
か
チ
ー
ム
を
変
え
る
し
か
な
い
』

と
発
言
し
た
と
掲
載
さ
れ
た
ん
だ
。
こ
れ
に

対
し
て
古
葉
監
督
は
『
要
ら
な
い
な
ど
と
言

っ
た
覚
え
は
な
い
し
江
夏
は
来
季
も
戦
力
と

し
て
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
一
人
の
た
め

に
59
人
を
犠
牲
に
で
き
な
い
。
カ
ー
プ
は
ナ

イ
ン
の
【
和
】
を
も
っ
て
や
っ
て
来
れ
た
。

ウ
チ
で
今
以
上
の
モ
ノ
を
求
め
て
い
る
の
な

ら
無
理
だ
』
と
言
い
切
っ
た
ん
だ
。
す
る
と

今
度
は
江
夏
が
ス
ポ
ー
ツ
紙
の
報
道
を
『
あ

ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
言
っ
て
は
い

な
い
が
、
仮
り
に
球
団
が
要
ら
な
い
と
言
う

な
ら
去
る
し
か
な
い
』
と
全
面
否
定
は
し
な

か
っ
た
ん
だ
。
そ
こ
で
問
題
解
決
の
た
め
に

江
夏
と
直
接
会
っ
て
話
さ
な
い
の
か
と
記
者

に
問
わ
れ
た
古
葉
監
督
は
『
何
も
言
っ
て
い

な
い
と
い
う
人
間
に
会
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

言
っ
て
も
い
な
い
こ
と
を
書
か
れ
た
の
な
ら

本
人
が
ハ
ッ
キ
リ
と
報
道
陣
の
皆
さ
ん
の
前

で
否
定
す
る
べ
き
だ
。
そ
れ
を
見
て
判
断
し

ま
す
』
と
突
き
放
し
た
ん
だ
よ
。
ま
さ
に
古

葉
さ
ん
は
、肥
後
も
っ
こ
す
そ
の
も
の
だ
ね
」

「
何
が
原
因
で
江
夏
は
退
団
す
る
意
向
を
表

明
し
た
ん
で
す
か
？
」

「
江
夏
の
首
脳
陣
不
信
は
ど
う
も
、
前
年
の

日
本
シ
リ
ー
ズ
ま
で
遡
る
ん
だ
よ
。
『
あ
の

江
夏
の
21
球
』
の
際
、
古
葉
監
督
が
ブ
ル
ペ

ン
に
次
の
投
手
の
準
備
を
命
じ
た
こ
と
に
、

江
夏
が
『
自
分
を
信
用
し
て
い
な
い
の
か
』

と
反
発
し
、
火
種
は
翌
年
の
シ
ー
ズ
ン
中
も

燻
り
続
け
て
遂
に
そ
れ
が
爆
発
し
た
ん
だ

よ
」

「
あ
の
江
夏
の
21
球
っ
て
何
の
こ
と
で
す
か

?
」

　

こ
こ
で
尾
崎
氏
が
口
を
挟
ん
だ
。

「
1
9
7
9
年
に
行
わ
れ
た
プ
ロ
野
球
日
本

シ
リ
ー
ズ
第
7
戦
、
近
鉄
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
対

広
島
東
洋
カ
ー
プ
と
の
試
合
に
お
け
る
、
広

島
の
抑
え
投
手
・
江
夏
豊
が
9
回
の
守
り
に

投
じ
た
全
投
球
の
こ
と
で
ね
。
こ
の
『
江
夏

の
21
球
』
は
、
山
際
淳
司
氏
の
短
編
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
の
こ
と
か
ら
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。
7
回
表
時
点
で
4
対

3
と
広
島
1
点
リ
ー
ド
し
て
い
た
。
勝
て
ば

球
団
史
上
初
の
日
本
一
と
な
る
広
島
の
古
葉

監
督
は
、
万
全
を
期
す
た
め
、
絶
対
的
な
リ

リ
ー
フ
エ
ー
ス
の
江
夏
を
7
回
か
ら
登
板
さ

せ
て
い
た
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
9
回
近
鉄
の
攻

撃
か
ら
歴
史
的
ド
ラ
マ
が
起
こ
っ
た
ん
だ
。

「
あ
あ
っ
あ
れ
か
、
思
い
出
し
た
よ
。
石
渡

の
ス
ク
イ
ズ
失
敗
!
!
」

　

突
然
海
野
氏
が
大
き
な
声
を
放
っ
た
。

「
そ
の
通
り
。
劇
的
な
ス
ク
イ
ズ
阻
止
。
全

く
無
警
戒
だ
っ
た
の
に
、
江
夏
は
咄
嗟
に
反

応
し
て
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
か
ら
外
側
に
外
し
た

ん
だ
」

「
そ
れ
で
石
渡
は
身
体
を
投
げ
出
し
ボ
ー
ル

に
飛
び
つ
い
た
が
当
た
ら
ず
ス
ク
イ
ズ
失
敗
。

三
塁
走
者
は
三
本
間
で
タ
ッ
チ
ア
ウ
ト
に
な

っ
た
ん
だ
よ
ね
」

「
よ
く
覚
え
て
い
た
ね
。
そ
れ
で
も
ま
だ
2

ア
ウ
ト
二
・
三
塁
と
ピ
ン
チ
だ
っ
た
ん
だ
が

2
︲
0
か
ら
の
４
球
目
。
こ
れ
が
21
球
目
。

石
渡
を
空
振
り
の
三
振
に
打
ち
取
り
、
広
島

東
洋
カ
ー
プ
を
初
の
日
本
一
に
導
い
た
ん
だ
。

後
に
こ
れ
が
『
あ
の
江
夏
の
21
球
』
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
っ
た
経
緯
（
い
き
さ
つ
）
だ
」

「
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
江
夏
は
ト
レ
ー
ド
に
出

さ
れ
た
ん
で
す
か
?
」

「
古
葉
は
『
カ
ー
プ
は
ナ
イ
ン
の
【
和
】
を

も
っ
て
や
っ
て
来
れ
た
。
ウ
チ
で
今
以
上
の

モ
ノ
を
求
め
て
い
る
の
な
ら
無
理
だ
』
と
江

夏
の
我
儘
を
許
さ
な
か
っ
た
ん
だ
よ
」
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３Ｅレポート

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて頂きます、お気軽にお声掛け下さい。必ずやご期待にお応え致します。

環境関連情報
エネルギー
エコノミー
エコロジー

No.54

情報提供

●サッシ及び複層ガラスの　　　　　
新たな省エネ基準を取りまとめた
　資源エネ庁は、サッシ及び複層ガラスの建材トップランナ
ー制度における新たな目標基準値等について取りまとめた。
　新たな目標基準値については、2030 年以降に新築され
る住宅に求められる省エネルギー性能から窓に求められる
断熱性能を逆算することにより求めており、サッシと複層ガ
ラスを組み合わせた窓としては、目標基準値を約 4 割引き
上げることとなる。目標基準値は、2030 年に窓に求められ
る断熱性能は2.08（W/(m2・K)）。
　主に戸建・低層共同住宅等に用いる。サッシについては
木製のサッシを新たに加え、開閉形式 5 種、材質 5 種。ま
た、複層ガラスについては、ガラス総板厚みが 10㎜超のも
のも加え、①ガラス総板厚み 10㎜以下の複層ガラス、②ガ
ラス総板厚み 10㎜超の複層ガラスのうち片側が 3㎜～ 4㎜
のガラスを使用しているもの、③三層以上の複層ガラスとす
る。「経済産業省」

●中小機構、中小企業の SDGs　　　
推進に関する実態調査の結果を公表
　中小企業基盤整備機構は、中小企業の SDGs 推進に
関するアンケート調査の結果を公表した。SDGs への取
組みが遅れているといわれる中小・小規模企業における
取組状況や意識を把握するとともに、取り組むための課
題や期待する支援策を調査することで、各支援機関、中
小企業者等が今後の対応方針を検討するための基となる
データを提供することを目的とし、中小企業経営者など
2000 社から回答を得た。約 9 割の中小企業が SDGsを
認知しているものの、内容まで理解している企業は約 4
割にとどまっていた。理解度が増すほど取組企業が増加
する傾向にある。しかし、どうしてよいかわからない。取
組みの手順やメリットが分からないといった課題がある。
また、補助金情報や、取組事例の公表に関するニーズが
高い。「環境展望台」

4
・
14	

福
島
県
沖
地
震
の
影
響
で
一
部
不

通
と
な
っ
て
い
た
東
北
新
幹
線
が

１
カ
月
ぶ
り
全
線
再
開

4
・
15	

沿
線
火
災
で
山
手
線
全
線
運
転
見

合
わ
せ

4
・
16	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
再
流
行
の

中
国
で
3
億
7
3
0
0
万
人
に
行

動
制
限

4
・
17	

ロ
ッ
テ
佐
々
木
朗
希
投
手
「
完
全

試
合
」
目
前
で
降
板

4
・
18	

産
学
協
議
会
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
評
価
の
採
用
活
用
を
合
意

4
・
19	

ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
製
ワ
ク
チ
ン
を
正

式
承
認
5
月
に
も
接
種
開
始
へ

4
・
20	

G
20
閉
幕 

ロ
シ
ア
代
表
の
発
言
時

に
複
数
の
代
表
が
席
を
立
つ

4
・
21	

東
京
23
区
唯
一
の
区
営
遊
園
地
「
あ

ら
か
わ
遊
園
」
3
年
半
ぶ
り
開
園

4
・
22	

秋
篠
宮
ご
夫
妻
が
伊
勢
神
宮
を
参

拝  

「
立
皇
嗣
の
礼
」
終
了
を
報
告

4
・
23	

北
海
道
・
知
床
半
島
沖
で
乗
客
・

乗
員
26
人
が
乗
っ
た
観
光
船
が
遭

難
事
故

4
・
24	

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選 

マ
ク
ロ
ン
氏

が
再
選

4
・
25	

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線　

岐
阜
県
内

3
カ
所
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
再
開
へ

4
・
26	

環
境
省
が
脱
炭
素
先
行
地
域
を
発
表

4
・
27	

ロ
シ
ア
が
日
本
人
外
交
官
8
人
を

国
外
追
放
へ

4
・
28	
日
銀
が
金
融
緩
和
政
策
の
維
持
を

決
定

4
・
29	

２
０
２
２
年
春
の
叙
勲
受
章
者
を

発
表

4
・
30	

三
井
住
友
銀
行
で
シ
ス
テ
ム
障
害

5
・
1	

中
国
・
湖
南
省
で
8
階
建
て
ビ
ル

が
突
然
崩
壊

5
・
2	

知
床
観
光
船
事
故
で
運
航
会
社
を

家
宅
捜
索

5
・
3	

博
多
ど
ん
た
く
パ
レ
ー
ド
が
3
年

ぶ
り
に
開
幕

5
・
4	

ロ
シ
ア
が
岸
田
首
相
ら
計
63
人
の

入
国
を
禁
止　

5
・
5	

岸
田
首
相
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
英
首
相

が
ロ
ン
ド
ン
で
会
談

5
・
6	

４
月
の
東
京
物
価
が
１
・
９
％
上
昇

5
・
7	

沖
縄
復
帰
50
年
に
合
わ
せ
玉
城
知

事
が
建
議
書
を
発
表

5
・
8	

北
海
道
電
力
が
初
の
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
受
け
入
れ
一
時
停
止

5
・
9	

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
戦

勝
記
念
式
典
で
演
説

5
・
10	

韓
国
の
尹
錫
悦
新
大
統
領
が
就
任

式
で
演
説

5
・
11	

教
員
免
許
更
新
制
を
廃
止 

新
た
な

研
修
制
度
を
設
置
へ

5
・
12	

日
・
E
U
定
期
首
脳
協
議 

ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢 

連
携
働
き
か
け
で
一
致

5
・
13	

天
の
川
銀
河
に
あ
る
巨
大
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
撮
影
に
初
成
功

5
・
14	

ア
メ
リ
カ
が
A
S
E
A
N
と
の
関

係
を
格
上
げ

5
・
15	

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
N
A
T
O
加
盟

申
請
を
正
式
表
明
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文：相談員　建築物環境衛生管理技術者　北山　克己

●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●富永 雄次 氏
　１級電気工事施工管理技士
　建築物環境衛生管理技術者
　１級ビル設備管理技能士
　ビル設備管理業務全般

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

■相談員のご紹介（五十音順）

　新年度を迎え各会員企業様の職場には新しい社
員の方々が入社をされ、新鮮な空気の中で業務が
遂行されていることと思います。
　そして、新たな戦力になっていただくべく、こ
れから一年を通して教育研修が活発に行われ、新
人への期待感が高まっていくことと思います。し
かし反面、受け身である教わる立場にある方たち
から聞かれることは、「指導者によって指導方法
が違う」、「指導者によって仰っている内容が違っ
ているように思える」等々人夫々に悩む時期でも
あります。
　これは、協会で実施している講習会でもそのよ
うな声がアンケートに記載されていることがあり
ます。協会講師は会員企業様の協力を得て、知識
や技能スキルが高く、数多くの経験を積まれた講
師が協会の講習会活動にご協力をいただいている
ところですが、経験豊富な講師陣でも受講者から
は前述の様な事を言われることがあります。
　例えば、清掃で使用するタオルでは、基本的な
折り方や持ち方そして洗い方や絞り方、最後に拭
き方を指導します。また、ポリッシャーという機
材では、ビルクリーニング技能検定試験では必須
な技能スキルとなっているところから、操作方法

や作業動線等々を安全に留意した使用方法を基本
に指導させていただいておりますが、何れも講師
の説明の仕方（表現）や受講者の理解度等によっ
て適切に伝わらない場合があります。
　そこに受講者に伝える指導の難しさが存在しま
す。指導者は早く一人前に育成しようとして、持
ち得る知識や技能を伝えようとしていますが、受
講者の習熟度によっては理解不足に陥り、指導者
への不満に繋がる面が見られます。
　そこで講習会においては、指導者による指導方
法の水準調整を行い、複数の指導者からの指導を
受けても、適切な指導が受講できるよう日々研鑽
しているところです。
　社内研修においても同様のことが考えられ、様々
な社員に寄り添った指導体制の確立が求められま
す。
　適切な指導者による教育研修を実施すること
は、いずれ企業にとって貴重な人材となって会社
の発展に寄与するものだと考えます。少子高齢化
における人材育成は、今後の会社の生末を左右す
る「大きなうねり」となって押し寄せてくるので
はないでしょうか。

人材育成における
指導の難しさ
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Let’s
try

明日のための
健 康 習 慣
Vol.12

作
業
前
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作
業
後
の

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
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活
ア
ク
テ
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ブ
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操
～
働
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の
た
め
に
～
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年
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働
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大
会

労
働
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衛
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語
入
選
作
品

株
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セ
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ビ
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原
田
紘
子
様

ひとつの動きは 10 秒～ 20 秒程度伸ばす、
動かす

伸ばしている筋肉、動かしている筋肉を意識
して行う

自然な呼吸で気持ち良くゆっくり伸ばす

作業の前は徐々に体を温めるように大きく
動かし、 作業の後はゆったり静かに行う

　

令
和
3
年
度
の
労
働
安
全
衛
生
標
語
の
作
品
の
中

に
、
「
作
業
前
の
ス
ト
レ
ッ
チ　

体
も
心
も　

柔
軟

に
」
※
１　

と
い
う
標
語
を
見
つ
け
ま
し
た
。
き
っ
と

作
業
前
に
み
ん
な
で
揃
っ
て
体
操
を
行
っ
て
い
る
の
が
目

に
浮
か
び
ま
す
。

　

同
じ
作
業
姿
勢
や
繰
返
し
の
動
作
が
続
く
と
、
筋

肉
の一
部
が
強
い
緊
張
や
疲
労
の
た
め
に
こ
わ
ば
り
硬

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
立
ち
仕
事
の
方
の
腰
痛
や
、

下
を
向
い
た
作
業
で
の
肩
こ
り
は
、
多
く
の
方
が
経
験

し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
放
っ
て
お
く
と
慢
性

的
な
痛
み
だ
け
で
な
く
、
姿
勢
の
崩
れ
や
体
全
体
の

動
き
に
ま
で
影
響
が
出
て
き
ま
す
し
、
時
に
は
気
持

ち
の
落
ち
込
み
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。　

　

そ
こ
で
、
今
回
は
「
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
（
体
操
）」

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
は
「
伸
ば

す
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
硬
く
な
っ
た
筋
肉
を
無
理

な
く
ゆ
っ
く
り
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
は
、
筋
肉
や

関
節
の
柔
軟
性
と
体
の
動
き
を
良
く
す
る
ほ
か
、
姿

勢
の
改
善
や
疲
労
回
復
を
早
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

■
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
効
果

　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
作
業
前
に
行
う
と
、
車
の
暖
機

運
転
の
よ
う
に
、
血
行
が
良
く
な
り
、
動
き
や
す
い
体

に
な
り
ま
す
。
特
に
朝
の
時
間
帯
や
、
休
憩
後
に
体

が
冷
え
た
状
態
の
時
な
ど
、
身
体
の
こ
わ
ば
り
が
出
や

す
い
時
間
帯
で
す
の
で
、
ケ
ガ
の
予
防
の
た
め
に
も
簡

単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
を
取
り
入
れ
、
筋
肉
や
関

節
の
動
き
を
良
く
し
て
か
ら
作
業
に
取
り
掛
か
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
作
業
終
了
後
に
取
り
入

れ
る
と
、
カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
両
方
の
疲
労
回
復
を
早
め

る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
作
業
終
了
後
は
、
疲
れ

て
い
る
時
と
は
思
い
ま
す
が
、
疲
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ

体
を
労
わ
る
よ
う
に
優
し
く
ス
ト
レ
ッ
チ
。
「
今
日
も

一日
頑
張
り
ま
し
た
！
」
と
胸
を
張
っ
た
良
い
姿
勢
は
、

き
っ
と
充
実
感
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

■
よ
り
効
果
を
高
め
る
た
め
の
ひ
と
工
夫

　

ス
ト
レ
ッ
チ
の
他
に
作
業
前
・
中
・
後
の
水
分
の
小

ま
め
な
補
給
は
、
暑
い
時
期
の
熱
中
症
の
予
防
や
疲
労

回
復
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
分
補
給
時
は

マ
ス
ク
を
外
す
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
深
呼
吸

も
セ
ッ
ト
で
行
う
と
さ

ら
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
立
っ

て
行
う
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

で
す
の
で
、
足
元
が
滑

ら
な
い
場
所
で
行
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

1

2
3
4

ストレッチのポイント
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関節や筋肉を大きく動か
すことで、全身の血流促
進(30回程度)

足のこむら返り予防・改
善。下半身が安定する
(両手はお尻や腰でも良い)

下半身の疲労回復効果。
肩こり、腰痛の予防(両足
を開いて行います)

下半身への血流が促され
歩幅が広がり足上げが楽
になる。転倒予防

血行が良くなり肩こり改
善、姿勢の改善
(両腕万歳でも良い)

肩甲骨や肋骨まわりの筋
肉が動かしやすくなる。
呼吸が深くなる。

猫背の予防・改善。胸が
広がり呼吸が深まる(両手
を組まずに腕を開くでも
良い)

肩関節を大きく動かすこ
とで肩の動きが良くなり、
体が温かくなる

骨盤のゆがみ改善。
胃腸の働きが活発になり
便秘解消

背骨の位置を整え、背中
と腰回りの筋肉をほぐし、
自律神経が整いやすくな
る

股関節周りの柔軟性が高
まり、下肢への血流が良
くなり、むくみや冷えの
改善

血流改善、代謝アップ、
歩幅が広がり、膝や腰の
動きが良くなる

★足踏み ◆ふくらはぎ ◆肩、ももの裏 ◆足のつけ根

◆背のび ★わき腹 ◆胸 ★肩回し

★腰回し ★体ねじり ★片足スイング ★内もも膝伸ばし

　本コーナーはビルメンテナンス業に関わる従事者や管理者に対し、労働災害防止のための労務管理を促進するため、不定期連載と
して掲載しております。日々のご自身の健康管理や自社従業員への健康啓発としてご活用ください。

おススメのストレッチ体操 (★動的・◆静的)
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6
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2 

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
講
習
会
の

ペ
ー
ジ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用
申
込
フ
ォ
ー

ム
を
申
込
開
始
時
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
7
月
に
つ
い
て
は
19
日
公
開
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て

◉外国人従事者育成の
　 ための指導者養成講習
◉空調設備の
　自動制御

◉ビルの
　空気調和設備

◉現任警備員業務別
　 教育 (1 号 ) 講習

◉現任警備員
　業務別教育
　(2 号 ) 講習

◉よくわかる
　ガラス清掃

◉病院清掃
　従事者講習
◉ポンプの実務
　（中級編）

◉清掃作業
　従事者研修
　B コース

◉現任警備員
　業務別教育
　(1 号 ) 講習
◉ビルの
　電気設備
　( 中級編）

◉新任警備員教育

◉清掃作業従事者研修Aコース	

◉新任警備員教育

※5月15日現在で開催
する予定の講習会の
み掲載しております。

8月分講習会
情報公開日(HP)
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7
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

31

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◉清掃責任者
　養成講習
◉現任警備員
　基本教育講習

◉消防用設備の
　基礎知識

◉現任警備員
　基本教育講習

◉シーケンスの
　読み方と実習

◉よくわかる
　トイレ清掃

◉現任警備員
　基本教育講習
◉長期修繕計画

◉現任警備員
　基本教育講習

◉清掃作業従事者研修Aコース	

◉新任警備員教育

◉新任警備員教育 ◉低圧電気取扱者安全衛生
　特別教育

※7月のみ情報公開日
が19日となりますの
でご留意ください。

9月分講習会
情報公開日(HP)
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詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

ビルメンテナンス業界特化型クラウドサービス

ecommended roducts
おすすめ
製      品
コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

『ビルメンクラウド』はビルメンテナンス業界の生産性や収益性を向上する施工管理システムです。

案件管理、シフト管理、事務作業、現場調査など、従来はマンパワーで対応していたビルメンテナンス関

連業務をシステムに置き換え、業務効率化や高収益化を実現することで、業界課題である “ 人手不足 ” の

解消に取り組んでいます。

業界特化型！
作業工程にピッタリはまり
業務効率化＆高収益化を実現

案件＆現場単位のシフトを柔軟に！
業界初※ビルメン業界向けシフト調整機能

1 人現場もリアルタイムで見える化！
GPS 機能付きの出退勤機能

現場からスマホ 1 つですぐ作成！
作業報告書作成機能

※当社調べ（2022年 3月 29日時点）

詳細な製品情報はこちら

ビルメンクラウド
ユアマイスター株式会社　TEL : 03-6427-8713　https://corp.yourmystar.jp/

IT にあまり詳しくない方、導入後の運用が不安な方も安心！
カスタマーサポート部門が徹底的に導入をサポートし、現場へのレクチャーも直接実施します。
無料お試しも実施していますので、気になる方はお気軽にお問い合わせください。

メールアドレス： bilmen-cloud@yourmystar.jp　公式サイト： https://bilmen-cloud.yourmystar.jp

お気軽にお問い合わせ

ビルメンクラウドの３つの特徴
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編
集
後
記

　

Ｇ
Ｗ
最
終
日
の
５
月
８
日
、
群
馬
県
安
中
市
で
開
催
さ
れ

た
「
安
政
遠
足
」
侍
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に「
遠
足
」は「
え
ん
そ
く
」で
は
な
く「
と
お
あ
し
」

と
読
む
。
日
本
マ
ラ
ソ
ン
発
祥
の
地
と
い
う
こ
と
で
、
今
回

48
回
目
と
な
る
由
緒
あ
る
大
会
。
２
年
間
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

さ
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
２
年
間
、
各
地
の
大
会
は
中
止
と
な
り
、
僕
自
身
も

ほ
ぼ
３
年
ぶ
り
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
距
離
は
20
㎞
程
度
で
仮

装
ア
リ
。
初
参
加
な
の
に
、
日
々
の
忙
し
さ
に
感
け
て
全
く

練
習
せ
ず
に
臨
む
こ
と
に
。

　

な
お
、
こ
の
安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン
は
、
佐
藤
健
、
小
松

菜
奈
ら
豪
華
キ
ャ
ス
ト
で
映
画
化
も
さ
れ
て
い
て
、
Ｇ
Ｗ
中

に
プ
ラ
イ
ム
ビ
デ
オ
で
一
応
予
習
と
し
て
視
聴
、
当
時
は
藩

士
の
鍛
錬
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
過
酷
そ
う
な

感
じ
は
し
た
も
の
の
、
幕
末
の
当
時
と
は
環
境
も
距
離
も
違

う
の
で
、
ま
ぁ
な
ん
と
か
な
る
で
し
ょ
う
と
思
っ
た
ら
、
甘

か
っ
た
…
。　

　

最
初
か
ら
最
後
ま
で
基
本
上
り
坂
の
結
構
な
難
関
コ
ー
ス

…
。
ス
タ
ー
ト
地
点
は
、
思
い
思
い
の
コ
ス
プ
レ
衣
装
で
平

和
な
撮
影
会
。
主
催
者
は
「
侍
」
の
姿
で
の
参
加
を
推
奨
し

て
い
て
、
近
年
の
侍
と
い
え
ば
、
や
は
り
「
鬼
滅
の
刃
」
で

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ
か
し
こ
に
炎
柱
の
煉
獄
さ
ん

が
…
。
ほ
か
に
も
「
進
撃
の
巨
人
」
の
リ
ヴ
ァ
イ
兵
長
ほ
か

調
査
兵
団
の
皆
さ
ん
や
超
大
型
巨
人
、
正
統
派
の
鎧
武
者
ま

で
皆
さ
ん
自
作
の
衣
装
が
す
ば
ら
し
く
、
中
で
も
本
物
そ
っ

く
り
の
ア
イ
ア
ン
マ
ン
が
い
て
ビ
ッ
ク
リ
、
多
分
走
り
切
れ

て
無
い
と
思
う
け
ど
…
。

　

コ
ス
プ
レ
衣
装
着
る
か
迷
っ
た
け
ど
、
ま
ず
は
完
走
を
優

先
し
、
今
回
は
ノ
ー
マ
ル
で
。
沿
道
で
の
地
元
の
皆
さ
ん
の

応
援
は
、
毎
度
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
今
回
も
パ
ワ
ー
を
い

た
だ
き
ま
し
た
‼

　

途
中
、
か
な
り
急
な
上
り
坂
が
あ
っ
た
り
で
歩
い
た
り
も

し
た
け
ど
、
後
半
戦
で
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
並
走
し
て
い
た
「
鬼

滅
の
刃
の
禰
豆
子
（
な
の
か
⁈
）」
コ
ス
プ
レ
の
大
柄
男
性
を

最
後
は
か
わ
し
て
無
事
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
、
結
果
２
時
間
35
分
と

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
じ
く
ら
い
の
割
と
良
い
タ
イ
ム
で
し
た
。

　

や
は
り
大
会
が
あ
る
と
普
段
の
運
動
も
気
が
乗
り
易
い
の

で
、
今
年
こ
そ
は
、
こ
の
日
本
マ
ラ
ソ
ン
発
祥
の
大
会
を
皮

切
り
に
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る
と
良
い
で
す
ね
ー
。

　
　
　
　
　

株
式
会
社　

サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ　

鈴
木　

英
司

５
月
11
日

【 

協　

会 
】

 

・
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」（

2
0
2
2
年
５
月
号
）

 

・
令
和
4
年
度
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
安
全
衛
生 

　

 

に
関
す
る
募
集
の
ご
案
内

 

・
ロ
ー
プ
高
所
作
業
（
ブ
ラ
ン
コ
作
業
）
管
理
者
教
育

　

 

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
.

 

・
病
院
清
掃
従
事
者
講
習
の
ご
案
内

 

・
外
国
人
従
事
者
育
成
の
た
め
の
指
導
者
養
成
講
習
の

　

 

ご
案
内

 

・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
採
用
・
雇
用
管
理
オ
ン
ラ
イ  

　

 

ン
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内
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社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

告　知　板 2022.6　Vol.593
（赤色の太字部分が変更になった箇所)

公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会の

入会希望会社をご紹介ください

TEL.03（3805）7555
■お問い合わせ先
　公益社団法人　東京ビルメンテナンス協会　事務局（担当：森、内山）

当協会にご入会いただくと、同時に全国ＢＭ協会の会員となり、双方のサービスをご利用いただけます。
特典１：公益社団法人の会員であることの証明
特典２：講習会・研修会への受講割引・無料参加
特典３：業務・技術・法令などの業界最新情報の提供

特典４：協会主催催事への参加による会員交流
特典５：ビルメンテナンス会館の施設の利用割引

情報提供、人材育成、交流活動……会員特典あります。

（社名・電話・ＦＡＸ変更)

TC神鋼不動産サービス(株)
（旧 神鋼不動産ビルマネジメン
　トサービス(株)）

松村　勝教 105-0022 東京都港区海岸1-9-18　
国際浜松町ビル3F

03-3437-3033 03-3437-3034

（代表者名変更）

農林中金ファシリティーズ
(株)

倉田　幹士 100-0006 東京都千代田区有楽町1-12-1　
新有楽町ビル5F

03-6256-0120 03-3287-1181

都市総合サービス(株) 横山　純一 101-0054 東京都千代田区神田錦町3-12　
神田竹尾ビル7F

03-3295-2048 03-3295-2049

(株)東京ドーム
ファシリティーズ

手島　康彦 112-0004 東京都文京区後楽1-3-61 03-3817-6165 03-3817-6194

（住所変更）

(株)ReR 白井　康祐 640-8157 和歌山県和歌山市八番丁9番地　
パーク県信ビル701号

073-423-3780 073-423-3790

(株)第一ビルディング 櫻井　謙二 141-0032 東京都品川区大﨑1-2-2　
アートヴィレッジ大﨑
セントラルタワー11F

03-3773-7200 03-3773-7226

(株)白青舎 磯貝　孝幸 103-0013 東京都中央区日本橋人形町3-5-4　
オーキッドプレイス人形町三丁目

03-5652-4300 03-3662-8258

フィグラ(株) 加藤　秀規 162-0814 東京都新宿区新小川町4-1　
KDX飯田橋スクエア4F

03-5256-1803 03-3260-1572

(株)中央建物管理 野本　政次郎 165-0032 東京都中野区鷺宮2-1-3 03-5356-3410 03-5356-3411

（入会）

(株)東海ビルメンテナス
東京支店

倉田　雅史 141-0032 東京都品川区大﨑1-6-4　
大﨑ニュー・シティ4号館8F

03-5436-2320 03-5436-2321

(株)マイスター
エンジニアリング

平野　大介 108-0014 東京都港区芝4-1-23 03-6756-0311 03-6756-0545

(有)里装企画 里　嘉 165-0027 東京都中野区野方3-6-30 03-3319-8606 03-3319-8531
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